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市
街
地
活
性
化
の
推
進

市
街
地
整
備
活
性
化
推
進
事
業
（
活
性
化

方
策
の
企
画
立
案
・
事
業
調
整
）

新 

規

	

９
，８
８
０
千
円

市
街
地
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
基
に
、

庁
内
推
進
会
議
や
地
域
住
民
と
の
懇
談

会
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
活
性
化
方

策
の
企
画
立
案
・
事
務
調
整
を
行
い
ま

す
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
（
友
部
地

区
詳
細
設
計
） 

３
２
，１
１
７
千
円地域交流センターイメージ図

友
部
駅
南
市
営
駐
車
場
内
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
交
流
拠
点
と
し
て
、

「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

今
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

市
立
病
院
整
備
事
業
（
基
本
設
計
）

新 

規

	

３
０
，０
０
０
千
円

在
宅
医
療
に
対
応
で
き
る
医
療
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、
建
物
が
老
朽
化
し
、

狭
あ
い
な
現
施
設
を
、
友
部
駅
北
側
の

市
有
地
へ
移
転
新
築
し
ま
す
。
平
成
30

年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
基
本

設
計
に
着
手
し
ま
す
。

市
道
（
友
）
１
１
７
５
・
１
１
８
０
・

１
１
９
５
・
１
１
９
６
号
線（
狭
あ
い
道
路

解
消
）及
び
市
道（
友
）
1
級
6
号
線（
排

水
対
策
）	

８
７
，０
０
０
千
円

友
部
駅
周
辺
の
北
側
地
区
の
狭
あ
い

道
路
の
拡
幅
事
業
お
よ
び
、
東
平
地
区

の
排
水
対
策
事
業
の
詳
細
設
計
を
行
い

ま
す
。

「
石
の
百
年
館
」
運
営
事
業
（
稲
田
駅
前
）

	

３
，５
１
１
千
円

稲
田
み
か
げ
石
の
Ｐ
Ｒ
と
筑
波
山
地

域
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
観
光
拠
点
と
し

て
稲
田
駅
敷
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

「
石
の
百
年
館
」
を
活
用
し
、
稲
田
駅
周

辺
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

平
成
26
年
度 

重
要
事
務
事
業

笠
間
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

を
進
め
る
た
め
、平
成
26
年
度
は
、﹁
市

街
地
活
性
化
の
推
進
﹂
お
よ
び
﹁
健
康

都
市
か
さ
ま
の
推
進
﹂
を
重
点
施
策

と
し
て
位
置
付
け
、﹁
震
災
の
復
旧
・

復
興
か
ら
成
長
へ
﹂
そ
し
て
、
今
後

ま
す
ま
す
進
展
す
る
﹁
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
﹂
へ
の
対
応
に
向
け
、

78
の
重
要
事
務
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

「
市
街
地
活
性
化
の
推
進
」
で
は
、

市
街
地
の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
活
性

化
を
図
る
た
め
、﹁
笠
間
市
駅
周
辺
﹂

と｢

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
周
辺｣

を
柱

と
し
て
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た

拠
点
整
備
を
行
い
、
持
続
可
能
な
市

街
地
の
形
成
を
目
指
し
た
事
業
を
行

い
ま
す
。

「
健
康
都
市
か
さ
ま
の
推
進
」
で
は
、

市
民
の
健
康
水
準
と
生
活
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、﹁
人
の
健
康
づ
く
り
﹂

と｢

生
活
を
支
え
る
環
境
づ
く
り｣

を

柱
に
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て｢

健
康
都
市
か
さ
ま｣

の
実
現
に
向

け
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

平
成
26
年
度

重
要
事
務
事
業
（
78
事
業
）
概
要
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稲田駅敷地内にオープンした「石の百年館」

稲
田
駅
前
広
場
・
停
車
場
線
・
観
光
施

設
誘
導
サ
イ
ン
整
備
事
業

新 

規

	

４
７
，０
０
４
千
円

「
石
の
百
年
館
」
を
拠
点
と
し
、
稲
田

み
か
げ
石
の
産
地
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
駅

前
広
場
整
備
や
、
県
道
稲
田
停
車
場
線

の
歩
行
者
空
間
整
備
、
観
光
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
誘
導
サ
イ
ン
整
備
を
行
い

ま
す
。

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
整
備
推
進
事
業
（
道

路
景
観
整
備
・
ま
ち
な
み
景
観
整
備
）

	

９
４
，９
４
６
千
円

観
光
拠
点
で
あ
る
笠
間
稲
荷
神
社
の
門

前
通
り
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
歩

行
者
に
優
し
く
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
を

整
備
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

石張舗装整備が進む笠間稲荷門前通り

笠
間
稲
荷
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（
旧
井
筒
屋
耐
震
補
強
設
計
等
）

	

１
７
，６
５
１
千
円旧井筒屋外観

古
く
か
ら
観
光
笠
間
の
顔
で
あ
っ
た

大
型
宿
泊
施
設
（
旧
井
筒
屋
）
の
再
整
備

と
、
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
か
ら
、
竹
の

小
径
、
日
動
美
術
館
や
大
石
邸
跡
な
ど

へ
の
回
遊
性
を
確
保
す
る
た
め
の
整
備

を
行
い
、
観
光
客
増
加
に
よ
る
賑
わ
い

の
創
出
を
図
り
ま
す
。

「
健
康
都
市
か
さ
ま
」
の
推
進

　

人
の
健
康
づ
く
り

健
康
都
市
づ
く
り
事
業
（
普
及
・
啓
発
）

	

７
８
３
千
円

「
健
康
都
市
か
さ
ま
」
宣
言
の
意
義
や
、

市
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

た
め
、
健
康
都
市
講
座
（
講
演
会
）
の
開

催
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
食
生
活
の

改
善
策
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
健
康
づ
く
り
事
業
（
教
育
・
相
談
・

指
導
・
体
操
・
栄
養
指
導
等
）

	

９
９
０
千
円

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
健

康
教
育
、
健
康
相
談
、
健
康
体
操
、
栄

養
指
導
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

が
ん
検
診
推
進
事
業
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

配
布
）	

９
，３
２
５
千
円

が
ん
の
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
の
た

め
、
特
定
年
齢
の
対
象
者
に
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
配
布
し
、
受
診
率
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

平
日
夜
間
・
日
曜
初
期
救
急
診
療
事
業

	

１
８
，０
０
０
千
円

市
立
病
院
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、

県
立
中
央
病
院
が
連
携
し
、
市
立
病
院

に
お
い
て
初
期
救
急
診
療
を
実
施
し

ま
す
。

医
療
福
祉
費
支
給
事
業
（
マ
ル
福
）

	

４
４
７
，２
８
５
千
円

市
の
独
自
制
度
に
よ
り
中
学
3
年
生

ま
で
対
象
年
齢
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

（
県
補
助
事
業
は
小
学
校
3
年
生
ま
で
）

医
療
福
祉
費
自
己
負
担
金
助
成
事
業
（
外

来
・
入
院
時
自
己
負
担
分
助
成
）

	

５
８
，７
０
５
千
円

医
療
費
の
負
担
を
一
層
軽
減
す
る
た

め
、
市
の
独
自
制
度
に
よ
り
医
療
福
祉

費
受
給
認
定
者
が
医
療
機
関
等
へ
支

払
っ
た
自
己
負
担
金
お
よ
び
入
院
時
の

食
事
療
養
費
を
助
成
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
等
事
業
（
メ
タ
ボ
健
診
）

	

５
７
，４
０
３
千
円

生
活
習
慣
病
予
防
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
康

診
査
お
よ
び
保
健
指
導
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

国
保
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
（
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用
助
成
）

	

２
４
，３
９
６
千
円

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
国
保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
や
脳

ド
ッ
ク
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
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高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
事
業
新 

規

	

７
，０
１
７
千
円

介
護
保
険
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
平
成
27
～
29
年
度
）
を
高
齢
者
の
た

め
の
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、
高
齢
者

福
祉
計
画
と
一
体
化
し
、
策
定
し
ま
す
。

包
括
的
支
援
事
業
（
相
談
・
支
援
計
画
・

生
活
支
援
）	

７
，１
０
５
千
円

介
護
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

も
、
可
能
な
限
り
地
域
に
お
い
て
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
総
合
的
な
相
談
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援
計
画
を
立
て
て
適

切
な
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
ク
ラ
ウ
ド
運
営
事
業
（
介
護
・
医
療

情
報
等
の
連
携
）

新 

規

	

１
０
，３
４
７
千
円

介
護
認
定
情
報
や
見
守
り
支
援
の
た

め
の
情
報
、
救
急
医
療
情
報
な
ど
を
効

率
的
に
共
有
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
、

関
係
機
関
が
こ
れ
ら
の
情
報
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
・
介
護
等

の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
全
体
で
の
支

援
体
制
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

介
護
予
防
支
援
事
業
（
生
活
機
能
チ
ェ
ッ

ク
・
介
護
予
防
教
室
）	

９
，７
１
０
千
円

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
生
活
機
能
評
価
に
よ
り
、
介

護
の
リ
ス
ク
が
高
い
（
運
動
機
能
の
低

下
・
口
腔
機
能
の
低
下
・
低
栄
養
等
）
方

に
対
し
、
介
護
予
防
教
室
や
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

教
室
な
ど
の
介
護
予
防
を
行
い
ま
す
。

市
立
病
院
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業
（
平
成

26
年
4
月 
開
始
）
／
医
療
機
器
整
備
事

業
拡 

充

	

１
２
，１
０
０
千
円

「
笠
間
市
立
病
院
建
設
協
議
会
」
の
答

申
を
踏
ま
え
、
在
宅
医
療
を
軸
と
し
、

今
ま
で
の
在
宅
訪
問
診
療
に
加
え
、
訪

問
看
護
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
新
た

な
医
療
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
医
療

機
器
の
更
新
を
図
り
ま
す
。

か
さ
ま
地
域
医
療
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
業
（
筑
波
大
学
病
院
連
携
）	

拡 

充

	

２
２
，０
０
０
千
円

地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
養
成

と
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
昨

年
度
ま
で
県
が
実
施
し
て
い
た
筑
波
大

学
と
の
連
携
事
業
を
、
今
年
度
か
ら
は

笠
間
市
単
独
事
業
と
し
て
指
導
医
と
研

修
生
を
受
入
れ
、
理
想
的
な
地
域
医
療

教
育
を
実
践
し
ま
す
。 

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
（
食
育
・
生
活
習

慣
病
予
防
）	

１
，６
４
０
千
円

親
子
料
理
教
室
、
子
ど
も
料
理
教
室

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
食
」
の
経
験
を
通
じ

て
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選

択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活

の
実
践
や
、
心
身
の
健
康
増
進
に
寄
与

し
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
活
用
推
進
事
業

拡 

充

	

４
，７
９
６
千
円

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ー
ス
案

内
看
板
の
設
置
に
よ
り
、
ヘ
ル
ス
ロ
ー

ド
を
活
用
し
た
健
康
習
慣
づ
く
り
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
市
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
と
連
携
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
体
験
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

コース案内看板（飯田ダムコース）

か
さ
ま
陶
芸
の
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

事
業	

９
，５
７
０
千
円

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス

と
な
っ
た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
実

施
に
よ
り
、「
健
康
都
市
か
さ
ま
」
の
Ｐ

Ｒ
と
と
も
に
、
参
加
者
の
健
康
増
進
、

体
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ハーフマラソン大会

▲�訪問歯科ユニッ
トを使った自宅
での治療の様子

平成26年度　重点施策と重要事務事業の概要

◀訪問歯科ユニット

▲子ども料理教室

▼生活習慣病予防教室
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「
健
康
都
市
か
さ
ま
」
の
推
進

　

生
活
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

幹
線
道
路
整
備
事
業
（
来
栖
本
戸
線
・
笠

間
小
原
線
・
南
友
部
平
町
線
・
岩
間
八

郷
線
・
友
部
池
野
辺
線
・
岩
間
駅
東
大

通
り
線
［
延
伸
部
］・
市
道
（
友
）
2
級
5

号
線
［
随
分
附
］・
市
道
（
友
）
1
級
5
号

線［
小
原
］・
市
道（
友
）1
級
7
号
線［
美

原
］）	

５
４
６
，２
３
７
千
円 

市
内
幹
線
道
路
等
を
整
備
し
、
交
通

利
便
性
を
高
め
、
地
域
の
一
体
化
や
均

衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
早
期
完
成

を
目
指
し
て
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
運
行
事
業

	

５
２
，４
１
３
千
円デマンドタクシーかさま

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
」
は
、

生
活
交
通
の
手
段
と
し
て
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
に
運
行
し
て
い
る
予
約
制
の
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
す
。
市
民
の
公
共

交
通
機
関
と
し
て
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

土
づ
く
り
運
動
推
進
事
業

	

１
，８
６
６
千
円

土
づ
く
り
を
通
じ
て
化
学
肥
料
、
農

薬
の
削
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境

負
荷
の
軽
減
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型

農
業
を
推
進
し
ま
す
。

堆肥づくり講習会

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策
事
業

（
有
機
農
業
・
減
農
薬
農
業
等
取
組
み
支

援
）	

５
４
９
千
円

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保

全
の
た
め
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農

活
動
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

行
政
区
管
理
防
犯
灯
整
備
事
業

新 

規

	

１
０
６
，１
１
９
千
円

昨
年
度
は
市
管
理
防
犯
灯
１
，１
０
０

基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
換
え
ま
し
た
。
今

年
度
は
行
政
区
管
理
の
防
犯
灯
の
う
ち

約
６
，７
０
０
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
省
エ

ネ
を
推
進
し
、
行
政
区
の
電
気
料
金
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

新 

規

	

３
，８
８
８
千
円

放
射
能
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
の

新
た
な
環
境
問
題
や
、
社
会
情
勢
と
環

境
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
現
計
画
（
平

成
20
～
29
年
度
）
を
見
直
し
、
環
境
保
全

に
関
す
る
長
期
的
な
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
27
年
度
に
か
け
て
計
画
の

改
定
を
進
め
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
助
成
事
業
（
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
助
成
）

	

４
０
，２
０
０
千
円

環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図
り
、
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

費
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

空
き
家
等
の
適
正
管
理
事
業
（
老
朽
・
危

険
空
き
家
解
体
費
助
成
）

	

３
，０
０
０
千
円

安
全
と
安
心
の
確
保
お
よ
び
住
環
境

の
向
上
を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
て
危

険
と
な
っ
た
空
き
家
に
つ
い
て
、
市
の

指
導
に
よ
り
、
空
き
家
の
解
体
・
撤
去

を
す
る
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
図
書
購
入
）	

拡 

充

	

３
５
，０
１
８
千
円

市
民
の
利
用
率
が
全
国
で
も
非
常
に

高
く
、
さ
ら
な
る
利
便
性
や
情
報
発
信

力
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、
図
書
購
入

費
の
拡
充
や
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。

土
地
利
用
・
都
市
基
盤

畜
産
試
験
場
跡
地
利
活
用
促
進
事
業

畜
産
試
験
場
跡
地
の
利
活
用
を
促
進

す
る
た
め
、
県
が
行
う
雨
水
排
水
施
設

等
の
整
備
（
平
成
27
年
度
完
了
予
定
）
と

連
携
し
て
、
各
種
情
報
の
収
集
や
関
係

機
関
と
協
議
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
有
効
活
用
の
方
法
を
検
討
し
ま

す
。産　

業

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
（
大
地
の
公

園
）
構
想
推
進
事
業	

３
９
７
千
円

地
質
や
自
然
生
態
、
歴
史
や
文
化
、

稲
田
み
か
げ
石
な
ど
地
球
の
壮
大
な
成

り
立
ち
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
資
源
を
保

全
、
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
筑
波
山
を
囲
む
6
つ
の

自
治
体
と
連
携
し
て
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
か
ら
の
正
式
認
定
を
目
指
し

ま
す
。

平成26年度　重点施策と重要事務事業の概要
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農
業
公
社
（
仮
称
）
設
立
準
備
事
業

新 

規

	

４
，９
１
２
千
円

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
や
遊
休

農
地
の
解
消
、
農
産
物
の
加
工
・
販
売

な
ど
を
柱
と
し
た
、
農
業
法
人
組
織
の

具
体
的
な
事
業
計
画
策
定
等
の
準
備
を

進
め
、
今
年
度
内
の
設
立
を
目
指
し
ま

す
。

地
場
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業	

２
，０
６
２
千
円

本
市
の
特
性
・
優
位
性
を
活
か
し
た

農
業
の
振
興
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、「
笠
間
の
粋す

い（
笠
間
ブ
ラ
ン
ド
）」
の

確
立
や
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

「かさまの粋（笠間ブランド）」登録商品

地
場
農
産
物
振
興
拡
大
事
業
（
6
次
産
業

化
・
地
産
地
消
）	

８
７
５
千
円

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
を
核
と
し
、
学
校
給
食
の
食
材
提

供
拡
大
、
地
産
地
消
の
推
進
、
栽
培
技

術
の
承
継
、
農
産
物
の
加
工
、
笠
間
の

特
色
を
生
か
し
た
「
笠
間
の
野
菜
」
の
研

究
・
開
発
を
行
い
、「
笠
間
の
粋
」
の
認

証
と
合
わ
せ
て
、
特
色
を
生
か
し
た
農

業
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
事
業

	

２
１
０
千
円

農
業
経
営
の
安
定
と
魅
力
あ
る
農
業

の
構
築
を
目
指
し
、
新
規
就
農
者
へ
の

営
農
相
談
や
地
域
懇
談
会
の
開
催
等
を

盛
り
込
ん
だ
、
地
域
農
業
の
将
来
像
と

な
る
「
笠
間
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
す
。

担
い
手
対
策
強
化
促
進
事
業

	
５
，８
８
３
千
円

農
業
後
継
者
が
技
術
習
得
す
る
た
め

の
研
修
経
費
の
一
部
や
、
新
規
就
農
者

の
住
宅
家
賃
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

	

９
，０
０
０
千
円

新
た
な
担
い
手
発
掘
お
よ
び
新
規
就

農
者
の
安
定
経
営
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付

金
事
業
（
大
古
山
地
区
基
盤
整
備
）

	

９
３
，５
１
６
千
円

稲
田
大
古
山
地
区
に
お
い
て
、
農
地

の
生
産
力
向
上
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消

を
図
る
た
め
、
区
画
整
理
や
農
業
用
用

排
水
路
等
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

震
災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
（
不

動
谷
津
池
地
区
耐
震
調
査
等
）

新 

規

	

７
，０
０
０
千
円

地
震
に
よ
る
被
災
の
影
響
の
高
い
農

業
水
利
施
設
の
震
災
対
策
と
し
て
、
小

原
地
区
の
不
動
谷
津
池
の
耐
震
調
査
お

よ
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
実
施

し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
（
交
流

促
進･

体
験
農
業
支
援
）	１
，３
３
７
千
円

「
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
を
核
と

し
、「
食
」
と
「
農
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
企
画
や
、
農
作
物

の
収
穫
体
験
な
ど
に
よ
り
、
都
市
住
民

と
農
村
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

企
業
誘
致
推
進
事
業	

１
，８
６
８
千
円

立
地
ア
ン
ケ
ー
ト
や
東
京
を
中
心
と

し
た
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
優
良
企
業
の
誘

致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
雇
用
の

拡
大
や
従
業
員
の
定
住
促
進
を
図
り
ま

す
。

市
民
雇
用
創
出
事
業
（
職
業
能
力
ア
ッ

プ
・
中
小
企
業
雇
用
支
援
等
）

	

７
，２
５
６
千
円

個
人
事
業
主
や
非
正
規
雇
用
者
、
離

職
者
や
学
生
を
対
象
と
し
た
、
職
に
役

立
つ
資
格
取
得
に
要
す
る
費
用
の
一
部

や
、
中
小
企
業
の
雇
用
に
対
す
る
助
成

に
よ
り
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

新
規
高
校
・
大
学
卒
業
者
等
を
対
象
と

し
た
「
笠
間
市
就
職
面
接
会
」
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
開
催
し
ま
す
。

就職面接会
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健
康
・
福
祉

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
推
進
事

業
（
計
画
策
定
／
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

運
営
）	

３
，１
１
２
千
円

幼
児
期
に
お
い
て
、
質
の
高
い
教
育
・

保
育
の
一
体
的
な
提
供
や
、
地
域
に
お

け
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

出
会
い
創
出
支
援
事
業	

４
８
６
千
円

市
内
の
団
体
が
行
う
、
男
女
の
出
会

い
の
場
を
創
出
す
る
事
業
に
助
成
し
ま

す
。

母
子
保
健
事
業
（
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
）	

５
，０
０
０
千
円

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
不
妊

治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
（
障
が
い
者
の
日

常
・
社
会
生
活
支
援
）

 	

５
４
，６
２
９
千
円

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
地
域
で
自

立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
つ

く
り
、
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境

市
道
（
笠
）
２
３
３
６
号
線
整
備
事
業

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
）

	

４
１
，２
０
０
千
円

観
光
拠
点
で
あ
る
笠
間
芸
術
の
森
公

園
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ロ
ー
ド
の
歩
道
景
観
整
備
を
行
い

ま
す
。

整備が進むギャラリーロード

道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業
（
道
路
照

明
・
標
識
等
の
老
朽
度
調
査
）

新 

規

	

６
，５
３
８
千
円

戦
略
的
な
維
持
修
繕
サ
イ
ク
ル
を
進

め
て
い
く
た
め
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
道
路
照
明
や
案
内
標
識
等
の
現
状

を
調
査
し
、
老
朽
箇
所
の
点
検
を
行
い

ま
す
。

笠
間
地
区
市
街
地
浸
水
対
策
事
業

	

２
０
，０
０
０
千
円

近
年
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る

浸
水
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

市
街
地
を
中
心
に
、
緊
急
性
の
高
い
箇

所
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

水
道
施
設
等
整
備
事
業
（
財
政
計
画
策

定
・
石
綿
管
更
新
・
鉛
製
給
水
管
解
消
）

	

１
７
０
，７
０
０
千
円

計
画
的
な
水
道
施
設
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
浄
水
施
設
等
の
耐
震
お
よ
び

機
能
調
査
に
基
づ
く
財
政
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

ま
た
、
石
綿
管
更
新
事
業
や
鉛
製
給

水
管
解
消
事
業
な
ど
に
よ
り
、
安
心
安

全
な
水
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
長
寿
命
化
推
進
事
業
（
計
画
策

定
・
施
設
改
修
）	

２
８
３
，９
０
０
千
円

浄
化
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
に
つ
い
て
、

下
水
道
施
設
の
健
全
度
に
関
す
る
点
検
・

調
査
結
果
に
基
づ
き
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
施
設
の
延
命
や
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
合
併

処
理
浄
化
槽
整
備
事
業

	

９
６
８
，０
０
１
千
円

公
共
下
水
道
施
設
と
農
業
集
落
排
水

施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
環
境

保
全
へ
向
け
て
公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
へ
の
接
続
を
推
進
し
、
事
業
区

域
外
に
お
い
て
は
単
独
処
理
浄
化
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
入
れ
替
え
を

促
進
し
ま
す
。

定
住
化
対
策
事
業
（
定
住
化
促
進
Ｐ
Ｒ
・

空
き
家
物
件
調
査
・
利
活
用
費
助
成
）

	

７
，７
２
３
千
円

空
き
家
の
登
録
制
度
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
と
、
空
き
家
修
繕
や
移
住
者
へ
の
支

援
制
度
、
ま
た
移
住
・
二
地
域
居
住
な

ど
の
受
入
態
勢
を
整
え
、
定
住
化
促
進

の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

「
笠
間
の
家
」
活
用
事
業

	

５
，６
７
１
千
円

日
本
を
代
表
す
る
建
築
家 

伊い
と
う東
豊と
よ
お雄

さ
ん
設
計
の
「
笠
間
の
家
」
を
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
、
ア
ー
ト
作
品
の
企
画

展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
作

り
手
ど
う
し
や
都
市
住
民
と
市
民
等
の

交
流
を
図
り
ま
す
。

「笠間の家」内部
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防
災
対
策
事
業
（
防
災
訓
練
・
防
災
士
資

格
取
得
助
成
等
）
／
自
主
防
災
組
織
育

成
事
業	

１
１
，８
５
９
千
円

防
災
に
関
す
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
（
防

災
士
）
を
養
成
す
る
こ
と
で
自
主
防
災
組

織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
を
結
成
す
る
地
域
へ
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
事
業

	

１
５
５
，９
６
７
千
円

大
規
模
災
害
に
備
え
、
迅
速
か
つ
広

域
的
な
応
援
体
制
を
整
え
る
た
め
、
平

成
28
年
6
月
か
ら
消
防
救
急
無
線
を
ア

ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
移

行
し
ま
す
。

民
間
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
啓
発

事
業	

１
９
６
千
円ＫＨＳ研修会

救
命
率
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
応

急
手
当
普
及
員
の
育
成
・
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
資
格
取
得
者
に
民
間
救
急

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｋ
Ｈ
Ｓ
）
に
登
録
を
依

頼
し
、
救
命
講
習
会
等
で
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

教
育
・
文
化

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

（
て
ら
ざ
き
保
育
所
と
笠
間
幼
稚
園
の
一

体
化
）
新 

規

	

３
３
，６
６
４
千
円

「
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
整
備
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
笠
間
幼
稚
園
と
て
ら
ざ

き
保
育
所
を
一
体
化
し
た
「
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
」（
平
成
28
年
度
開
園
）

の
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

学
力
向
上
支
援
事
業	

４
６
，８
６
３
千
円

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
、
本
市
が

独
自
に
雇
用
し
た
「
授
業
支
援
講
師
」
を

配
置
し
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に

よ
る
授
業
や
習
熟
度
別
指
導
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
理
解
度

や
興
味
・
関
心
な
ど
の
個
人
差
を
考
慮

し
た
学
習
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

寺
子
屋
事
業
（
従
前
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
英

語
教
育
を
追
加
）

拡 

充

	

６
，１
８
９
千
円

子
ど
も
た
ち
の
活
動
や
学
び
の
機
会

づ
く
り
、
学
習
の
場
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
毎
週
土
曜
日
に
小
学
5
・
6

年
生
を
対
象
と
し
た
「
国
語
・
算
数
」
の

学
習
指
導
を
、
3
地
区
の
公
民
館
で
実

施
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
た
に「
英
語
」

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
加
え
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

寺子屋事業

学
校
統
合
準
備
事
業

新 

規

	

４
０
，５
５
５
千
円

平
成
27
年
4
月
の
学
校
統
廃
合
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
統
合
の

対
象
と
な
る
学
校
・
保
護
者
・
地
域
関

係
者
等
で
組
織
す
る
小
中
学
校
統
合
準

備
委
員
会
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
事

前
交
流
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
詳
細
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
体
制
等
の
協
議
を
進
め
、

万
全
の
準
備
を
整
え
ま
す
。

小
・
中
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業
（
施
設

耐
震
化
）
※
繰
越
分

	

４
７
６
，６
０
４
千
円

安
心
安
全
な
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
稲
田
中
学
校
の
校
舎
と
佐
城

小
学
校
・
岩
間
第
一
小
学
校
お
よ
び
岩

間
第
二
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
（
体
育

館
）
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
予
定
さ
れ
た
耐
震
工
事
は
す

べ
て
終
了
し
ま
す
。

笠
間
城
保
存
整
備
調
査
事
業

	

１
２
，０
３
０
千
円

関
東
地
方
に
お
い
て
は
珍
し
い
と
さ

れ
る
石
垣
を
備
え
た
山
城
で
あ
る
笠
間

城
跡
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
保
存
の
た

め
の
調
査
・
検
討
を
実
施
し
、
国
史
跡

の
指
定
を
目
指
し
ま
す
。

全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
推
進
事
業

	

５
，９
２
５
千
円

陶
芸
を
通
し
て
子
ど
も
の
豊
か
な
感

性
を
養
い
、
自
由
な
想
像
力
を
発
揮
す

る
場
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、「
陶
芸
の

里
か
さ
ま
」
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

平成26年度　重点施策と重要事務事業の概要
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平成26年度　重点施策と重要事務事業の概要

か
さ
ま
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

	

７
，５
１
６
千
円

世
界
最
高
峰
の
講
師
陣
に
よ
る
質
の

高
い
レ
ッ
ス
ン
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ

ア
ノ
の
2
ク
ラ
ス
で
開
催
し
、
世
界
に

羽
ば
た
く
若
手
音
楽
家
を
育
て
る
と
と

も
に
、
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
し

て
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

街角コンサート

自
治
・
協
働

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

	

３
７
６
千
円

市
民
と
行
政
の
連
携
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

と
職
員
合
同
の
講
演
会
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
交
流
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業

	

３
，０
０
６
千
円

市
民
活
動
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を

付
加
し
て
流
通
さ
せ
る
地
域
ポ
イ
ン
ト

制
度
に
よ
り
、
市
民
参
加
機
会
の
拡
充

や
新
た
な
人
材
発
掘
、
継
続
的
な
市
民

活
動
へ
の
支
援
を
行
い
、
市
民
活
動
の

や
り
が
い
や
楽
し
み
を
創
出
し
ま
す
。

市
民
活
動
助
成
事
業
（
市
民
活
動
団
体
自

立
促
進
・
地
域
活
性
化
事
業
費
助
成
）

	
２
，０
１
０
千
円

市
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
活
動
や

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
自
ら
が
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
活
動
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

議
会
中
継
配
信
事
業
（
本
会
議
の
ラ
イ

ブ
・
録
画
映
像
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
）

新 

規

	

４
，１
７
１
千
円

議
会
改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
会

議
の
ラ
イ
ブ
中
継
お
よ
び
録
画
中
継
を

配
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
傍
聴
に
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

本会議場

笠
間
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
新 

規

	

５
，３
６
６
千
円

本
市
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
や
地
域

資
源
の
情
報
提
供
、
ま
た
災
害
発
生
時

に
は
避
難
誘
導
な
ど
の
行
政
情
報
を
発

信
す
る
新
た
な
媒
体
と
し
て
、「
産
・
学
・

官
と
地
域
」
が
連
携
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
利
用
で
き
る
「
笠
間
ま
ち
な
か
ガ

イ
ド
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
ま
す
。

収
納
対
策
事
業
（
市
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
）	

５
１
，７
２
２
千
円

自
主
財
源
や
税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
、
納
付
催
促
や
訪
問
、
財

産
調
査
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
い
、
市
税
等
の
徴
収
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
納
税
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を

促
進
し
ま
す
。

市
有
財
産
管
理
事
務
（
公
有
資
産
の
管
理

活
用
の
推
進
）
拡 

充

	

６
，４
７
５
千
円

総
務
部
内
に
「
資
産
経
営
課
」
を
新
た

に
設
置
し
、
未
活
用
財
産
の
売
却
等
を

含
め
た
対
応
や
、
老
朽
化
等
に
よ
り
今

後
更
新
時
期
を
迎
え
る
施
設
へ
の
対
応

な
ど
、
公
有
財
産
管
理
の
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
庁
舎
整
備
事
業

新 

規

	

３
５
９
，１
０
０
千
円

本
所
敷
地
内
に
教
育
委
員
会
庁
舎
（
2

階
建
て
）
を
建
設
し
ま
す
。
平
成
27
年
度

の
早
い
時
期
の
完
成
を
目
指
し
、
建
設

工
事
に
入
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
　

企
画
政
策
課
（
内
線
２
１
２
）

笠間まちなかガイドシステムの操作画面

▲地域ポイントカード

▲地域ポイント制度
　ポイント加算端末
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平
成
26
年
度
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
平
成
26
年
度
の
予
算
総
額
は
、

５
０
４
億
９
，８
１
５
万
1
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算

配
分
に
努
め
、
特
に
「
健
康
都
市
か
さ
ま
」
の

推
進
と
、「
市
街
地
活
性
化
」
の
推
進
に
重
点

を
置
い
た
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は

じ
め
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な

ど
を
財
源
と
し
て
、
福
祉
・
土
木
・
教
育
・

衛
生
な
ど
の
基
本
的
な
施
策
を
行
う
会
計
で

す
。

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

２
８
２
億
５
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
87
億
９
，

４
３
６
万
4
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
地
方
交
付
税
は
61
億
５
，

９
１
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は

36
億
７
５
６
万
6
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
見

通
し
の
も
と
に
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

■
歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
経
費
の
節
減
に
努

め
、
各
種
施
策
に
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行

い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
、

障
害
者
の
入
所
・
通
所
等
の
支
援
、
子

育
て
支
援
対
策
と
し
て
児
童
手
当
、
乳

幼
児
や
重
度
心
身
障
害
者
等
の
医
療
扶

助
、
生
活
保
護
な
ど
の
経
費
と
し
て

94
億
９
２
６
万
２
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

総
務
費
に
は
、
教
育
委
員
会
庁
舎
の

整
備
費
、
市
長
や
市
議
会
議
員
選
挙
な

ど
の
選
挙
費
、
行
政
区
管
理
防
犯
灯
の

整
備
費
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
計

業
務
費
な
ど
34
億
４
１
２
万
２
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ

る
道
路
の
改
良
工
事
費
や
、
市
内
幹

線
道
路
の
新
設
工
事
費
、
公
共
下
水

道
事
業
等
へ
の
繰
出
金
な
ど
28
億
２
，

７
６
９
万
５
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳出予算性質別内訳

一般会計　282億5,000万円
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■企業会計

区　　　分 予　算　額
病　院　事　業 7億100万6千円

収 益 的 支 出 6億9,400万円
資 本 的 支 出 700万6千円

水　道　事　業 25億7,756万4千円
収 益 的 支 出 19億4,100万円
資 本 的 支 出 6億3,656万4千円

工業用水道事業 3,433万6千円
収 益 的 支 出 2,980万円
資 本 的 支 出 453万6千円

企業会計合計 33億1,290万6千円

▲  企業会計は、事業から得る収益を主な財源として、運
営していく会計のことです。本市では、病院事業、水
道事業および工業用水道事業の3会計があります。

■特別会計

区　　　分 予　算　額
国 民 健 康 保 険 90億5,800万円
後 期 高 齢 者 医 療 6億9,100万円
介 護 保 険 56億4,400万円
介 護 サ ー ビ ス 2,460万円
公 共 下 水 道 事 業 26億300万円
農 業 集 落 排 水 事 業 8億2,400万円
岩間駅東土地区画整理事業 9,064万5千円

特別会計合計 189億3,524万5千円

▲  特別会計は、国民健康保険や介護保険、公共下水道事
業などの特定事業を行う場合、それぞれの特定収入で
運営していく独立した会計のことです。

一 般 会 計

特 別 会 計

 282億5,000万円

189億3,524万5千円

企 業 会 計

予 算 総 額

33億1,290万6千円

504億9,815万1千円

教育費 土木費 公債費 総務費 民生費
各小中学校や公民
館・図書館の運営な
ど

市道の整備・補修
や公共下水道の整
備など

市債の元金・利子
の返済

税金の賦課、戸籍
や住民登録の経費、
広報紙の発行など

高齢者・障害者福
祉対策や医療福祉
など

33,765円 35,847円 38,691円 43,155円 119,283円
その他 商工費 消防費 農林水産業費 衛生費

議会費や諸支出金 商工業施設や観光
施設管理など

消防団や防災施設
整備費など

農林業振興支援や
農地の基盤整備など

予防接種や各種健
診、ごみ処理事業
など

7,525円 7,142円 19,287円 20,232円 33,203円

など

など

備など

市民一人当たりに使われるお金 ※平成26年2月28日現在人口
　（住民基本台帳）78,882人で算出 合計358,130円
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学校適正配置通信⑦ 【問合せ】学務課（内線373）
教育委員会ホームページ
　http://www.ed.city.kasama.ibaraki.jp/kyoiku/

■学校統合準備委員会の開催状況報告
　小学校の総務・通学部会が2月18日（火）、中学校の総務・通学部会が19日（水）に開催されました。今回
の部会では、これまでの意見・要望を反映させた通学バスルート（再案）について協議をしていただきました。
　笠間市教育委員会では、この案を基に利用希望アンケートを東小・佐城小・箱田小・東中の在校生を対象
に3月に実施しました。その結果を踏まえて、バスルートを確定していきます。

■閉校になる学校に通学している児童生徒の保護者の皆さんへ
　笠間市教育委員会では、今回の学校統合により制服やジャージ、学用品などの買い替えが必要になる児童
生徒の保護者の方に補助制度を整えました。補助の対象者は、平成26年度の東小・佐城小・箱田小の1～5年
生、東中の2年生です。今後、対象となる保護者の方に、補助についての説明会
を開催します。詳しい日程については、学校を通してお知らせします。

■各学校の閉校に向けた動き（閉校記念事業実行委員会）
　平成27年度の学校統合により閉校になる東小・佐城小・箱田小・東中では、そ
れぞれに地域や保護者の代表、学校教職員からなる閉校記念事業実行委員会を組
織し、閉校に向けた準備を進めています。それぞれの実行委員会で地域性を生か
した閉校記念行事や記念誌の発行、記念碑の設置などを行っていきます。

笠間地区 友部・岩間地区
可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 事業系持込 個人持込 可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 事業系持込 個人持込
30日に

振替 休み 29日 火 ○ ○ ○

○
＋29日分 ○ 30日 水 ○ ○

○ ○ ○ ○ 1日 木 ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ 2日 金 ○ ○ ○ ○

○ 10日に
振替

10日に
振替 休み 休み 3日 土

4日 日

○ 12日に
振替

12日に
振替 休み  5日 月 ○ ○ ○ ○

７日に振
替

13日に
振替

13日に
振替 休み 6日 火 ○ ○ ○ ○

○
＋６日分 ○ ○ ○ 7日 水 ○ ○ ○ ○

〇�し尿・浄化槽汲み取りは全地区とも、4月29日および
5月3日から5月6日までお休みとなりますので、お早
めに連絡してください。

笠間地区：	㈱ 博 相 社（℡72-6670）　
友部地区：	㈲茨城友清（℡029-259-4817）
	 ㈱笠間保全（℡77-1010）
岩間地区：	㈱笠間保全（℡45-2249）

ゴールデンウィーク期間のごみ収集およびし尿浄化槽日程平成
26年 笠間地区については収集日に変更がありますので、ご確認ください。

【問合せ】環境保全課（内線126）

【問合せ】
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障害者災害支援者の登録について
　笠間市では、防災体制および災害時の支援体制の強化を図るため、災害時の支援者リストの作成を進めています。
　つきましては、障害手帳をお持ちの方で災害時支援者リストに登録を希望される方は、次の注意事項をご理解のうえ、「登
録同意書」を提出してください。（※一度登録された方は、登録の必要はありません。）
　《登録対象者》 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
　《申 請 方 法》 窓口にある申請同意書に記入のうえ、提出してください。
　《注 意 事 項》 ・作成する名簿については、市職員および民生委員等関係団体関係者が所有します。
 ・災害発生時に登録者の安否確認や支援等を優先させるために使用します。
【問合せおよび申請先】　社会福祉課（内線155）・笠間支所福祉課（内線72131）・岩間支所福祉課（内線73172）

　障がいのある方が地域で自立した生活をして
いくため、経済的負担を少しでも軽減できるよ
うに次のような手当があります。

　障がいのある方が地域で自立した生活をして
いくため、経済的負担を少しでも軽減できるよ
うに次のような手当があります。

障害関係各種手当について

【問合せおよび申請先】

　社会福祉課　（内線154･155・156）
　笠間支所福祉課　（内線72132）　
　岩間支所福祉課　（内線73173）

特別児童扶養手当
　身体または精神に障がいのある20歳未
満の児童を家庭で養育している保護者に
支給します｡
○対象者

身体障害者手帳（1．2．3級）および4級
（下肢障害）又は療育手帳 、Ａ、Ｂ程度
の方および同程度の精神障がいのある方
○手当額

1人につき月額 1級（重度）49,900円
 2級（中度）33,230円
○支給方法

年3回（4月期・8月期・12月期）指定銀行
口座に振込みとなります｡
○支給制限

前年の所得が一定額以上の場合／児童が
障がいによる公的年金を受けた場合
○手続き

認定請求書、戸籍謄本、住民票（世帯全
員）、診断書、手帳、印鑑

特別障害者手当
　身体または精神の障がいにより重度また
は重複しているなどのため日常生活におい
て常に特別の介護を必要とする20歳以上の
方に支給します。
○対象者

身体障害者手帳1級、療育手帳 程度の
方で重複した障がいのある方
○手当額

月額　26,000円
○支給方法

年4回（2月・5月・8月・11月）指定銀行
口座に振込みとなります。
○支給制限

前年の所得が一定額以上の場合
福祉施設等へ入所している場合
病院等に3か月を越えて入院している場合
○手続き

手帳、診断書（特別障害者手当用）、印鑑

障害児福祉手当
　身体または精神に重い障がいがあるた
め、日常生活において常に介護を必要と
する20歳未満の方に支給されます｡

○対象

身体障害者手帳1級、療育手帳 程度の方
○手当額

月額　14,140円
○支給方法

年4回（2月・5月・8月・11月）指定銀行
口座に振込みになります。
○支給制限

保護者の前年の所得が一定額以上の場合
児童が障がいによる公的年金を受けた場合
福祉施設等へ入所している場合
○手続き

手帳、診断書、印鑑
　
笠間市在宅心身障害児福祉手当

　笠間市に居住する20歳未満の心身に重
度の障がいのある児童と同居・養育して
いる方に対して支給します｡
○手当額

月額　3,000円（身体障害者手帳1級・2級、
療育手帳 ・Ａ・特別児童扶養手当1級・
精神障害者保健福祉手帳1級）　
月額　1,500円（身体障害者手帳3級・療
育手帳Ｂ・特別児童扶養手当2級）
○支給方法

年2回（3月・9月）指定銀行口座に振込み
となります。
○支給制限

障害児福祉手当を受けている場合、福祉
施設等に入所している場合、前年の所得
が一定額以上の場合
○手続き

手帳、印鑑

難病患者見舞金
　難病疾患の方の心身の安定のために見
舞金を支給します。
○対象者

笠間市に住所があり、茨城県が実施する
一般特定疾患治療研究事業に基づく医療
給付を受けている方（一部疾病名を除く
ため、詳しくは社会福祉課までお問い合
わせください。）
○手当額

月額　3,000円

○支給方法

年2回（3月・9月）指定銀行口座に振込み
になります。
○手続き

一般特定疾患医療受給者証の写し、印鑑

障害者扶養共済制度
　障がい児（者）の将来に対し､ 保護者の
抱く不安の軽減を図ることを目的とし、
保護者が毎月掛金を納入して､ 保護者に
万一のことがあった場合に残された障が
い児（者）に終身一定額の年金を支給する
制度です｡
○対象者

1～3級の身体障害者手帳、精神障害者保
健福祉手帳または療育手帳を所持する障
がい児・障がい者の保護者（父母、配偶
者、兄弟、姉妹､ 祖父母､ その他の親族等）
で県内に住所があり特別の病気や障がい
を持たない精神疾患､ 難病を含む4月1日
現在65歳未満の方
○掛金

保護者の加入時の年齢により9,300円～
23,300円まで7段階に分かれています｡
○年金支給額

1口加入の方　月額20,000円
2口加入の方　月額40,000円
また、障がい児（者）が死亡した場合は､
弔慰金が支給されます｡
○手続き

加入等申込書､ 住民票謄本、申込者告知
書、障がいの種類・程度を証明する書類

（身体障害者手帳、療育手帳等）、年金管
理者指定届書（障がいのある方が年金を
管理することが困難な場合）、印鑑

＊手当は、申請により支給されますので、
新たに該当される方は、窓口までお問い
合わせください。
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1．笠間俳句ポスト事業
①笠間俳句ポスト運営委員会
② 笠間の菊まつり協賛の一環として、俳句文化の興

こうりゅう

隆に役立て
るため、市内数箇所に設置されている俳句ポストの広報周知
を図り、多数の応募を呼びかけ、審査会における審査を経て
入選作品を決めて表彰するもの
③278,000円　　④100,000円［2,000ポイント］

2．スクエアステップ交流会
①笠間市スクエアステップ・リーダー会
② 市内に限らず近隣の市・町からも60歳以上の高齢者に自由に参
加していただき、各支部のステップ体操の披露やボールゲーム、
ダンスなどを楽しんでいただくもの
③124,000円　　④100,000円［2,000ポイント］

3．笠間野菜のブランド化事業
①NPO法人グラウンドワーク笠間
② 市内の農家が生産した『笠間野菜』を『京野菜』や『鎌倉野菜』の
ようなブランディング化（差別化）することで県内をはじめ、世
界的にも発信し、拡販を推進する事業
　 市内の「耕作放棄地」を活用するとともに「若い人の農業への就
労支援」を図りながら『まちおこし』に貢献していくもの
③300,000円　　④100,000円［2,000ポイント］

4．ボランティアサークル四つ葉　ユニホーム作成事業
①配送「四つ葉」（笠間市社会福祉協議会岩間支所 所属）
② 社会福祉協議会の配食サークルとして活動をしているが、自
分たちの目印でもある黄緑色のジャンバーを新調する事業
③75,000円　　④75,000円［1,500ポイント］

5．世界に羽ばたく子ども達を育てる事業
① IFK（Innovation From Kasama）笠間市青年海外派遣者
の会

② 就学前から英語教育などを無料で楽しく世界の文化や習慣、
遊びなどを習得してもらうことで、一人でも多くの子どもに
世界のことを知って羽ばたいてもらうもの
 　◆外国人講師を招いての外国語による体験学習
 　◆「ふるさとまつりinかさま」でのイベントブース出展など
③80,000円　　④70,000円［1,400ポイント］

その他

1.市民貸出用簡易テント購入事業　1500ポイント
2.市民貸出用公用車経費支払　20ポイント～

【問合せ】市民活動課（内線132）

笠間市まちづくり市民活動助成事業 を募集します
市民公募の提案事業に対する補助事業

　地域の特性を活かし、市民活動の活性化を図ることを目的
に、市民自らがまちづくりの主体として活動していくために
必要な経費に対して助成金を交付します。
◆応募資格

　助成の対象となる団体は、次の各号のすべての要件を満た
す団体とします。
⑴  営利を目的とせず、不特定かつ多数のものの利益の増進

に寄与することを目的とする活動を行う団体
⑵  前号の活動を自主的に行い、継続して行う見込みがある

団体
⑶ 活動拠点が市内にあり、地域に根ざした活動を行う団体
⑷ 5人以上の構成員がいる団体
※ ただし、宗教活動、政治活動もしくは選挙活動を行う団体

については、助成の対象としません。

◆対象となる事業
　次のいずれかに該当し、交付決定後、概ね平成26年6月か
ら平成27年3月までに実施する事業
⑴  自立促進事業：市民活動団体の設立や法人化するなど、

市民活動団体の自立をめざす活動など
⑵  地域活性化事業：さまざまなな課題を自主的に解決した

り、地域間交流、地域資源を活用したまちづくり事業
◆審査基準
　まちづくり市民活動助成金審査会で、別に定める審査項目

（6項目）により、書類審査（1次）および、申請団体の代表者
から直接プレゼンテーション（2次：5月22日実施）をしてい
ただき決定します。
◆応募の手続き
　笠間市まちづくり市民活動助成事業希望調書、団体説明書、
活動写真等を5月16日（金）までに《市民活動課》へ提出し
てください。

◆助成金の額

事業区分 年度区分 補助率等 助成限度額
自立促進事業 単年度 必要な経費（1団体1回限り） 10万円

地
域
活
性
化

事
　
　
　
業

単年度助成希望事業 単年度
必要な経費のうち、事業費の3分の2
以内の額又は30万円

30万円
2年継続助成希望事業 2か年 45万円（2か年の合計額）
3年継続助成希望事業 3か年 60万円（3か年の合計額）

※原則　千円未満は切捨て
◆採択件数

　自立促進事業1件以内、地域活性化事業2件以内を基準とし、予算の範囲内で決定します。
【問合せ】市民活動課（内線132）

①団体名　②事業内容　③事業予算　④助成希望額

　社会実験中から継続して貯めた皆さんのポイントは、公募により決定した以下の提案事業に寄付することができます。 
　“1ポイント”から寄付することができ、一人では少ないポイントでも皆さんが協力することで提案事業の実施につなげていくこと
ができますので、市民活動課、または各支所地域課にてお手続きをお願いします。【カード所有者本人のみ】
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野
口　

文
男

	

資
産
経
営
課
長　

	

笹
ノ
間　

宏

	

笠
間
支
所
長
兼
笠
間
支
所
地
域
課
長

	
	
	

飯
村　
　

茂

	

岩
間
支
所
長
兼
岩
間
支
所
地
域
課
長

	
	
	

海
老
沢
耕
市

	

財
政
課
長	

石
井　

克
佳

	

税
務
課
長	

岡
野　

正
則

市
民
生
活
部

	

市
民
生
活
部
長	

山
田　

千
宏

	

市
民
活
動
課
長	

内
桶　

克
之

	

市
民
課
長	

柴
田　

常
雄

	

市
民
課
副
参
事

	

（
笠
間
地
方
広
域
事
務
組
合
）

	
	
	

増
渕　
　

要

	

環
境
保
全
課
長	

友
部　

邦
男

	

環
境
保
全
課
副
参
事

	

（
笠
間
・
水
戸
環
境
組
合
）

	
	
	

兒
玉　

昭
一

	

環
境
保
全
課
副
参
事

	

（
茨
城
県
環
境
保
全
事
業
団
）

	
	
	

吉
田　

貴
郎

	

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
長

	
	
	

荒
川　

孝
次

	

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
長

	
	
	

小
嶋　

好
文

福
祉
部

	

福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

	
	
	

櫻
井　

史
晃

	

社
会
福
祉
課
長	

小
田
野
恭
子

	

子
ど
も
福
祉
課
長	

中
村　

一
男

	

高
齢
福
祉
課
長	

鷹
松　

丈
人

	

笠
間
支
所
福
祉
課
長	

堀
川　

要
一

	

岩
間
支
所
福
祉
課
長	

萩
原　
　

修

保
健
衛
生
部

	
保
健
衛
生
部
長	

安
見　

和
行

	
保
険
年
金
課
長	

青
柳　

京
子

	

健
康
増
進
課
長	

下
条
か
を
る

笠
間
市
立
病
院

	

市
立
病
院
長	

石
塚　

恒
夫

	

市
立
病
院
副
院
長	
武
井　

泰
彦

	

市
立
病
院
事
務
局
長	
打
越　

勝
利

	

市
立
病
院
事
務
局
経
営
管
理
課
長

	
	
	

三
次　
　

登

産
業
経
済
部

	

産
業
経
済
部
長	

神
保　

一
徳

	

農
政
課
長	

山
中　

賢
一

	

農
政
課
副
参
事
兼
農
政
企
画
室
長

	
	
	

磯　
　

祐
一

	

農
村
整
備
課
長	

池
田　

昌
美

	

商
工
観
光
課
長	

鈴
木　
　

武

	

商
工
観
光
課
副
参
事	

小
沢　
　

敦

都
市
建
設
部

	

都
市
建
設
部
長	

竹
川　

洋
一

	

建
設
課
長	

市
村　

勝
巳

	

管
理
課
長	

鯉
渕　

賢
治

	

都
市
計
画
課
長	

青
木　

理
重

	

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

	
	
	

中
村　

公
彦

上
下
水
道
部

	

上
下
水
道
部
長	

藤
枝　

泰
文

	

水
道
課
長	

岡
野　

晃
久

	

下
水
道
課
長	

小
河
原
英
夫

会
計
課

	

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

	
	
	

中
庭　

要
一

議
会
事
務
局

	

議
会
事
務
局
長	

石
上　

節
子

	

議
会
事
務
局
次
長	

飛
田　

信
一

農
業
委
員
会
事
務
局

	

農
業
委
員
会
事
務
局
長

	
	
	

西
山　

幸
男

監
査
委
員
事
務
局

	

監
査
委
員
事
務
局
長
兼

	

公
平
委
員
会
事
務
局
長

	
	
	

西
連
寺
洋
人

教
育
委
員
会

	

教
育
次
長	

園
部　

孝
男

	

学
務
課
長	

大
月　

弘
之

	

学
務
課
副
参
事
兼
教
育
企
画
室
長	

	
	
	

渡
部　
　

明

	

指
導
室
長	

金
澤　
　

彰

	
生
涯
学
習
課
長	

米
川　

健
一

	
生
涯
学
習
課
副
参
事
兼

	
笠
間
公
民
館
長	

鈴
木　

倫
孝

	

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼

	

笠
間
図
書
館
長	

石
井　
　

淳

	

生
涯
学
習
課
副
参
事
兼

	

岩
間
図
書
館
長	
丸
地　

真
人

	

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長	
松
田　

輝
雄

消
防

	

消
防
長	

橋
本　

泰
享

	

消
防
次
長
兼
警
防
課
長

	
	
	

水
越　
　

均

	

消
防
本
部
総
務
課
長	

小
松　

三
男

	

消
防
本
部
予
防
課
長	

大
貫　

一
郎

	

消
防
本
部
通
信
指
令
課
長

	
	
	

田
口　

信
助

	

笠
間
消
防
署
長	

杉
山　

洋
一

	

友
部
消
防
署
長	

深
作　

孝
一

	

岩
間
消
防
署
長	

宮
澤　

秀
門

新
規
採
用
職
員
（
配
属
先
）

	

篠
原　

一
貴
（
秘
書
課
）

	

中
村　

裕
樹
（
行
政
経
営
課
）

	

入
江
紗
友
美
（
総
務
課
）

	

郡
司　

洋
直
（
資
産
経
営
課
）

	

山
本　

裕
巳
（
財
政
課
）

	

畑
山　

和
輝
（
税
務
課
）

	

市
毛　

萌
（
税
務
課
）

	

藤
田　

明
博
（
税
務
課
）

	

齋
藤　

史
歩
（
市
民
活
動
課
）

	

神
﨑　

理
恵
（
市
民
課
）

	

綿
引　

慎
吾
（
環
境
保
全
課
）

	

増
渕　

優
（
社
会
福
祉
課
）

	

木
村　

周
平
（
子
ど
も
福
祉
課
）

	

三
ツ
石
泰
大
（
高
齢
福
祉
課
）

	

近
藤　

沙
耶（
て
ら
ざ
き
保
育
所
）

	

川
上　

夏
美
（
い
な
だ
保
育
所
）

	

米
川　

敦
子
（
保
険
年
金
課
）

	

後
閑　

良
平
（
市
立
病
院
）

	

本
多　

淑
恵
（
市
立
病
院
）

	

廣
瀨　

り
か
（
市
立
病
院
）

	

大
内　

祐
子
（
市
立
病
院
）

	

石
井　

彩
（
農
政
課
）

	

萩
谷　

太
一
（
商
工
観
光
課
）

	

青
柳　

遥
介
（
建
設
課
）

	

酒
井　

一
典
（
建
設
課
）

	
坪
井　

勇
樹
（
管
理
課
）

	
清
水　

和
晃
（
都
市
計
画
課
）

	
塩
幡　

英
伸
（
水
道
課
）

	

宮
本　

俊
寬
（
下
水
道
課
）

	

渡
部　

鉄
平
（
学
務
課
）

	

小
嶋　

理
美
（
生
涯
学
習
課
）

	

市
毛　

秀
宗
（
笠
間
消
防
署
）

	

塙　

昇
嗣
（
笠
間
消
防
署
）

	

亀
山　

浩
平
（
友
部
消
防
署
）

	

小
森　

匠
（
友
部
消
防
署
）

	

一
條　

悠
歩
（
岩
間
消
防
署
）

	

圷　

浩
二
（
岩
間
消
防
署
）

	

髙
瀬　

大
輔
（
岩
間
消
防
署
）

３
月
31
日
付
退
職
者

平
成
26
年
４
月
１
日
笠
間
市
人
事

（
部
課
長
級
・
新
規
採
用
職
員
・
退
職
者
）

深
澤　

悌
二

小
坂　
　

浩

小
松
崎
栄
一

藤
田　

幸
孝

髙
安　

行
男

伊
勢
山　

正

塙　
　
　

栄

木
村　

秀
夫

森　
　

幸
信

佐
久
間
智
通

友
部　

信
夫

井
川　

富
美

河
原
井
規
夫

枝
川　

良
雄

小
松　

芳
江

小
坂　

久
子

小
林　

道
雄

稲
田　
　

稔

片
山　

典
美

内
桶
美
代
子

常
楽
美
和
子

塩
田　

勝
巳

福
田　

敏
秀

米
澤　

裕
子

西
野　

敏
夫

高
輪　

英
子

阿
久
津
英
治

中
沢　

英
夫

青
木　

秀
夫

大
月　

英
夫

石
井　

洋
子

潮
田　
　

浩

久
地
岡　

進

入
江
い
み
子

磯
部　

義
美

岡
本　

文
子

松
田　

圭
一

小
幡　
　

通

藤
枝　

清
一

額
田　

幹
夫

掛
札
久
美
子

神
﨑　

淑
行

小
森　
　

清
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　3月30日（日）、稲田石の振興、観光交流の促進および地域活性化
を図るため、JR水戸線稲田駅わきに「石の百年館」がオープンしま
した。
☆石の百年館について
　「石の百年館」という名称には、約100年にわたり先人たちが築き
上げた稲田地区の採石の歴史を広く後世に伝え、さらに100年先の
発展につなげたいという願いがこめられています。
　印象的な外壁は、結城紬にもみられる日本伝統の「杉

すぎあやもんよう

綾文様」でデ
ザインされ、稲田石材業の加工技術の高さを物語っています。
　館内は、稲田石にまつわる貴重な資料がわかりやすく解説・展示
されているほか、ＪＲ稲田駅隣接という立地を活かし、観光交流セ
ンターとしての機能も備えます。
☆稲田石について
　笠間市稲田地区を中心に採掘される「稲田石」。恐竜が絶滅した後
の時代、約6千万年前に地下深くに貫入したマグマが固まってできた
岩石で、花崗岩の一種です。際立った白さが特徴の稲田石は、美し

い光沢と耐久性を兼ね備え、建材や墓石など、幅広い用途に使
われてきました。
　稲田石の本格的な採掘が始まったのは明治22年。大消費地である東京に近く、良質な花崗
岩を豊富に埋蔵していたことから、国会議事堂、国立代々木競技場、最高裁判所など、日
本を代表する数々の建築物に稲田石が使用され、日本の発展を支えてきました。

KASAM A  CI TY 
TOP ICS
まちの  話  題 

「石の百年館」がオープン

記念式典の様子

稲田石の貴重な資料を展示

【施設概要】
所在地：笠間市稲田2307番地
　　　　TEL/FAX：0296-74-5114
開館時間：（4月～9月）
	 午前9時から午後5時まで
　	 （10月～3月）
　　	 午前9時から午後4時まで
休館日：�月曜日（祝日の場合は翌平日）・

年末年始
入館料：無料

地域おこし協力隊イベントで焼き芋体験
　笠間市地域おこし協力隊の舟

ふなこし

越芳
よしゆき

行さんと、本戸地
区で微生物を使った無農薬栽培を営む団体「Kamos
（カモス）」が、焼き芋体験のイベントを開催しました。
　2日間にわたって実施されたイベントにはそれぞれ
約50名の参加申し込みがあり、籾

もみがらくんたん

殻燻炭でじっくり
焼いた甘い焼き芋を楽しみました。
　また、焼き芋を焼いている合間に行われたいちご収
穫体験では、集まった子どもたちが新鮮で甘いいちご
を口いっぱいに頬張って、うれしそうな表情を見せて
いました。

籾殻燻炭を使った焼き芋体験
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KASAM A  CI TY 
TOP ICS
まちの  話  題 

火災予防ポスターコンクールで最優秀賞受賞

茨城県議会議長賞を受賞

茨城県立中央病院ドクターカー運用開始

　2月19日（水）、茨城県幼少年婦人防火委員会（会
長・橋本昌知事）が主催する「第31回火災予防ポ
スターコンクール中学生の部」において、応募総数
6,432点の中から臼

うすい

井悠
はる か

華さん（笠間中学校2年）
の作品が、最優秀賞に輝きました。
　このポスターコンクールは、県内の小中学生から
火災予防ポスターを募り、優秀作品を活用して火災
予防広報を行い、一般家庭の火災予防啓発を図るこ
とを目的として、毎年実施されています。
※学年は２月現在

　2月1日（土）に茨城県立図書館で「第12回読み聞かせコンクール」
が開催され、中学生の部で、水

みずこし

越日
ひ な こ

向子さん（東中学校1年）が県議
会議長賞を受賞しました。
　水越さんは「海を渡った折鶴」という作品で、原爆の後遺症で苦
しんでいた女の子の気持ちや平和への願いを、登場人物の気持ちに
なりきって読み上げたとのことです。
　市内のまゆみ朗読会ジュニアクラブに所属する水越さんは、小学
5年生から朗読劇に出演しています。「標準語で話すことや、鼻濁
音をきれいに出すことが難しかった。次は違った物語にも挑戦した
い。」と、今後の意気込みを語りました。
※学年は2月現在

　救命率の向上および後遺症の軽減を図るこ
とを目的に、2月26日（水）茨城県立中央病
院と笠間市がドクターカー運行に関する協定
を締結しました。
　ドクターカーは、赤色灯、サイレン、医療
機器を装備して県立中央病院の救急センター
に常駐し、消防本部や救急隊からの出動要請
により、救急現場に医師・看護師を素早く送
り届けます。緊急患者への適切な治療をいち
早く行うことで、心筋梗塞・脳卒中・重症外
傷症例および多数傷病者発生事故等の際の救
命率の向上や後遺症の軽減に大きな効果が期
待できます。

山口市長へ受賞報告
（写真右から2人目が臼井さん）

受賞した水越さん

ドクターカーの前で山口市長と握手を
かわす永井院長（右）と関根医師（中央）
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3
月
20
日
（
木
）、
平
成
25
年
度
笠

間
市
表
彰
が
市
役
所
本
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
政
の
発
展
に
功

績
が
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
行
政
、
経
済
、
文
化
、
社
会
な

ど
の
各
分
野
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
10
名
お
よ
び
6
団
体
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
廃
棄
物
受
入

れ
に
つ
い
て
、
地
元
対
策
協
議
会
と

し
て
協
力
さ
れ
た
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
か
さ
ま
福
田
地
区
対
策
協
議
会
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中な
か
に
わ庭　

秀ひ
で
き樹
さ
ん
（
上
市
原
）

　

教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
学
校

教
育
お
よ
び
教
育
行
政
の
充
実
振
興

に
取
り
組
み
、
市
の
教
育
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

天あ
ま　

冴さ
え
こ子

さ
ん
（
下
市
毛
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
笠
間
市
体
育
協

会
弓
道
部
長
と
し
て
弓
道
の
普
及
お

よ
び
奨
励
に
尽
力
し
、
体
育
振
興
の

充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

井い
さ
か坂　

守ま
も
る

さ
ん
（
笠
間
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
笠
間
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
し
て
陸
上
を
中
心
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

中な
か
ざ
わ澤　

初は
つ
お夫
さ
ん
（
南
吉
原
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
無
事
故
無
違
反

の
模
範
と
な
る
優
良
運
転
者
と
し
て
、

最
上
位
の
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
章

を
受
賞
し
、
交
通
安
全
に
お
け
る
市

民
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

畑は
た
お
か岡　

里り

ほ穂
さ
ん
（
福
田
）

　
「
全
国
中
学
生
防
火
防
災
に
関
す
る

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
第
2
位
の
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
広
く
市
民
の
消
防
活

動
意
識
の
啓
発
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

友と
も
べ部　

光み
つ
た
か貴
さ
ん
（
南
友
部
）

橋は
し
も
と本　

玲れ

お央
さ
ん
（
南
小
泉
）

　

全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教

育
フ
ェ
ア
の
「
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」（
技
術
部
門
）
で
、
2
人
の
共
同

作
品
「
ぐ
る
ぐ
る
調
味
料
入
れ
」
が
第

1
位
と
な
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

白し
ら
と土　

り
か
さ
ん
（
南
友
部
）

　

成
田
山
全
国
競
書
大
会
に
お
い
て
、

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
こ
の

受
賞
で
、
日
中
友
好
少
年
少
女
書
道

交
流
団
と
し
て
8
月
に
5
日
間
、
中

国
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

畑は
た
お
か岡　

奈な

さ紗
さ
ん
（
土
師
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
エ

ン
ジ
ョ
イ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ワ
ー
ル

ド
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
２
０
１
３

（
ゴ
ル
フ
競
技
）
に
日
本
代
表
と
し
て

出
場
し
、
見
事
第
2
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

小お
ぬ
ま沼　

萌も
え

さ
ん
（
土
師
）

　

文
部
科
学
省
が
指
定
す
る
理
数
系

教
育
の
先
進
校
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」の
生
徒

が
集
ま
る
研
究
発
表
会
で
、「
ア
カ
ガ

エ
ル
2
種
の
繁
殖
期
の
研
究
」
を
発
表

し
、
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
の
会（代

表　

野の
ざ
わ澤　

信し
ん

さ
ん
）

　

多
年
に
わ
た
る
「
道
路
の
美
化
活

動
」
が
特
に
顕
著
な
団
体
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
平
成
25
年
度
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
（
8
月
）
に
あ
わ
せ
て
国
土
交

通
大
臣
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

原
宿
の
環
境
を
よ
く
す
る
会

（
代
表　

田た
な
か中　

昭あ
き
ら

さ
ん
）

　

農
村
環
境
の
保
全
と
質
の
向
上
に

向
け
た
取
組
み
を
、
農
業
者
と
地
元

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
協
力
し
て
地
域
内
交

流
を
促
進
し
、
現
在
で
は
地
域
一
体

と
な
っ
て
農
村
環
境
の
保
全
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

ご
み
を
考
え
る
会

（
代
表　

菊き
く
ち地　

寿と
し
よ代
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
こ
ど
も
の
エ
コ
教
室
、
廃
食
油

か
ら
の
石
け
ん
作
り
、
市
内
清
掃
な

ど
の
環
境
美
化
活
動
、
市
民
を
対
象

と
し
た
環
境
先
進
企
業
な
ど
へ
の
視

察
研
修
や
出
前
講
座
の
開
催
に
取
り

組
み
、
市
の
環
境
保
全
の
充
実
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

か
さ
ま
環
境
を
考
え
る
会

（
代
表　

一い
ち
や
な
ぎ柳　

克か
つ
へ
い平

さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
不
法
投
棄
や
河

川
の
水
質
調
査
、
自
然
探
索
路
の
整

備
、
動
植
物
の
自
然
観
察
会
の
開
催

な
ど
、
市
の
環
境
保
全
の
充
実
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

笠
間
市
立
岩
間
第
三
小
学
校
ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
部（代

表　

大お
お
か
わ川　

正ま
さ
ひ
ろ浩
さ
ん
）

　

仙
台
市
で
開
か
れ
た
（
一
社
）
日
本

ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
機
構
主
催
の
第
11
回

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ

カ
ッ
プ
全
国
大
会
に
お
い
て
、
見
事

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

茨
城
陸
上
競
技
協
会

（
会
長　

関せ
き
や
ま山　

由よ
し
お雄
さ
ん
）

　

か
さ
ま
陶
芸
の
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
、
日
本
陸
運
公
認
コ
ー
ス

と
し
て
の
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
共

催
・
主
管
団
体
と
し
て
万
全
の
体
制

で
競
技
運
営
に
臨
み
大
会
を
成
功
裏

に
導
か
れ
ま
し
た
。

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
福
田
地

区
対
策
協
議
会

（
会
長　

川か
わ
さ
き﨑　

勝か
つ
み美
さ
ん
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
廃
棄

物
受
入
れ
に
つ
い
て
、
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
さ
ま
の
地
元
対
策
協
議
会

と
し
て
協
力
さ
れ
、
東
北
被
災
地
の

復
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰

一
般
表
彰

感
謝
状

平
成
25
年
度 

笠
間
市
表
彰

表彰された皆さん
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・�

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
か

　

私
が
勤
務
す
る
会
社
は
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
の
木
質
系
ユ

ニ
ッ
ト
住
宅
（
ツ
ー
ユ
ー
ホ
ー
ム
）
の
生
産
工
場
で
す
。
私
は

住
宅
の
重
要
な
部
分
の
一
つ
で
あ
る
「
壁
」
の
生
産
ラ
イ
ン
で

働
い
て
い
ま
す
。
そ
の
工
程
の
中
で
、
壁
を
構
成
す
る
木
枠
の

組
立
と
そ
の
木
枠
に
石
膏
板
を
張
り
付
け
る
仕
事
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

・
社
会
人
と
し
て
の
決
意
・
目
標
を

　

ま
ず
は
壁
の
生
産
ラ
イ
ン
で
ま
だ
担
当
し
て
い
な
い
仕
事
も

覚
え
て
、
ラ
イ
ン
の
す
べ
て
の
仕
事
を
完
璧
に
こ
な
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
建
築
や
設
備
に
関
す
る
技
能
士
の

資
格
取
得
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ス
キ
ル
を
高
め
、
よ
り
良
い

製
品
を
お
客
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。仕
事
だ
け
で
な
く
地
域
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

地
元
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
市
内
で
好
き
な
ス
ポ
ッ
ト
は

　

愛
宕
山
（
特
に
夜
景
）

・
働
い
て
い
る
と
き
の
自
分
は

　

一
心
不
乱

社
会
人
～
が
ん
ば
る
企
業

　
　
　
応
援
連
絡
会
～

関東セキスイハイム工業株式会社　笠間市北吉原287

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
北
吉
原
に
あ
る
関
東
セ
キ
ス
イ
ハ

イ
ム
工
業
株
式
会
社
で
働
く
玉た
ま
い井　

真し
ん
ご悟
さ
ん
で
す
。

〔
笠
間
市
在
住
・
入
社
3
年
目
〕

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内
の
企
業
で
働
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
社

会
人
を
紹
介
し
ま
す
。

手探りで模索しながら地域を知る
　協力隊として笠間市にやってきてから1年が経とうとし
ています。最初は何をどのように始めて良いか分からず思
い悩むこともありました。
　しかし、地域と関わり続けることで「一緒に○○をやり
たい」との提案を聞いた時、とても嬉しく思いました。 
　今年度は悩みつつも楽しみながら、取り組んでいる活動
について、より具体的に実現していきたいです。また、同
時に今後も地域の魅力の掘り起こしは続けます。
　今年度も、どうぞよろしくお願いいたします。

笠間の魅力
　2013年4月より移住し、早1年が経ちました。笠間の文化や風土、『笠
間の人』の魅力を大勢の方から学び、そして支えていただきました。
本当にありがとうございました。
　移住して来た当時はしっかり「標準語」だった私も今では「茨城弁」に
なり、話し言葉が分かりやすいと言っていただけるようになりました。
　これからもさらに笠間の「素晴らしさ」や「奥深さ」を探求しつつ、
何よりも『笠間の人の魅力』を多くの方々に知っていただけるよう頑
張りたいと思います。
　これからも、どうぞよろしくお願いします。

プロフィール 島
しまだ

田　奈
な み

実（24歳）
埼玉県より移住

プロフィール 中
なかじま

島　良
りょうこ

子（44歳）東京都より移住

……地域おこし協力隊とは……
　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲あ
る人材が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。
笠間市では平成25年度から3名の隊員を受け入れました。

ブログやフェイスブックもご覧ください。
▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/　　▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

2013年度活動の振り返りと抱負

No.8

▶
交流サロンでの企画や
福来みかん商品の試作

◀地域おこし協力隊
　�全国サミットで笠間
のPR

▲玉井さん

▼作業風景
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今
年
も
新
規
採
用
職
員
が
38
名
入

庁
し
ま
し
た
。
年
齢
は
19
歳
か
ら
44

歳
ま
で
幅
広
い
年
代
の
人
材
を
採
用

し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
男
性
25
名
、

女
性
13
名
で
す
。
出
身
地
は
市
内
か

ら
20
名
、
市
外
か
ら
は
18
名
で
、
職

種
は
一
般
行
政
職
が
28
名
、
技
術
職

は
2
名
、
医
療
職
3
名
と
消
防
職
7

名
で
す
。

　

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
女

性
の
比
率
と
社
会
人
経
験
者
の
割
合

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
人
職
員
に
は
当
初
に
、
公
僕
の

精
神
で
業
務
に
あ
た
る
よ
う
に
訓
示

を
し
、
研
修
を
1
週
間
程
度
行
っ
て

か
ら
各
課
へ
配
属
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
市
で
は
、
職
員
教
育
の
一
環

と
し
て
毎
年
10
名
程
度
の
職
員
を
1

年
か
ら
2
年
の
期
間
で
、
県
や
団
体
・

Ｊ
Ｒ
等
に
派
遣
し
、
県
か
ら
も
数
名

程
度
本
市
へ
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
人

事
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
災
地
支
援
と
し
て
、
職
員
2
名
の

派
遣
も
今
年
度
で
3
年
目
に
入
り
ま

し
た
。
更
に
今
年
は
、
外
国
人
の
研

修
生
を
迎
え
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

職
員
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ま

せ
る
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
成
長
し
、

幅
広
い
知
識
や
交
流
関
係
を
築
き
、

仕
事
に
反
映
さ
せ
て
成
果
を
出
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

　

人
材
教
育
は
、
役
所
（
公
的
）
で
も

民
間
で
も
難
し
い
も
の
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

工
夫
を
し
な
が
ら
市
の
財
産
で
あ
る

職
員
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

「
人
は
城
、
人
は
石
垣
、
人
は
堀
」

― 

役
所
は
人 

―

◀�笠間でホームビ
ジットを楽しむロ
シア出身の留学生 

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村 美枝子）

笠間市国際交流協会総会のホームタウンガイドのご案内
　笠間市国際交流協会では、4月29日から5月5日までのゴールデン
ウィーク期間中に、外国人旅行者の観光案内を英語、フランス語、ロ
シア語、中国語、韓国語の多言語で行っています。エリアを3か所に
分けて協会のロゴが入ったオレンジかグリーンのユニホームで巡回し
ています。
　観光スポットへの道案内、店舗の案内などを主に、市内の情報をニー
ズに応えて提供します。どうぞ、ご利用ください。

　今月号から、新企画「世界の国技を見てみよう」を始めます。
4月は「イギリスの国技・クリケット」です。さあ、世界のことを知って
交流を始めましょう。

国 イングランド 国技 クリケット

どんな
競技か

起源は16世紀のイングランド。
1チーム11人の2チームがバットとボールを使って、半径が
70メートルほどのオーヴァルと呼ばれる広い芝のフィールド
で行う競技です。チームは攻撃と守備に分かれて、攻撃チー
ムの打者がバットでボールを打ち、中央にあるピッチの反対
側の端に走って触れると得点されます。試合時間は大会によっ
て20インニングの試合から5日間続く長い試合まで様々です。
試合中に優雅に英国紅茶をいただく時間を取ります。

同じ国技の
他国

インド、オーストラリア、ガイアナ、グレナダ、ジャマイカ、
ジンバブエ、トリニダード・トバコ、パキスタン、バミュー
ダ諸島、バルバド、等

新
規
採
用
職
員

市

長

コ

ラ

ム

▲　採用内定者説明会（2月6日）

5月の国際交流情報
ホームタウンガイド　
日時：	4月29日～5月5日
	 午前9時30分～午後4時30分
会場：笠間の陶炎祭会場
　　　笠間工芸の丘
	 茨城県陶芸美術館多目的広場
　　　笠間稲荷神社
	 つつじまつり会場間ルート
☆5月の日本語教室の開講日
　5月10日㈯・17日㈯・24日㈯
　（友部公民館 午前10時～）
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家
族
志
向
ケ
ア
は
、
全
人
的
医
療
の

第
一
歩
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
全
人
的
医

療
で
は
患
者
を
生
物
学
的
側
面（
疾
患

disease

）
だ
け
で
な
く
、
家
族
背
景

や
社
会
背
景
を
持
っ
た
心
理
社
会
的
存

在（
病
いillness
）
と
し
て
理
解
・
共

感
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
家
族

志
向
ケ
ア
で
は
、
家
族
を
結
婚
で
生
ま

れ
る
一
つ
の
生
命
体
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
捉
え
ま
す
。
家
族
と
い
う
生
命
体

は
、
子
育
て
・
子
ど
も
の
独
立
・
親
の

介
護
・
配
偶
者
の
死
・
介
護
な
ど
の
発

達
課
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
成
長
し

ま
す
。
そ
の
移
行
期
に
は
ス
ト
レ
ス
が

つ
き
も
の
で
あ
り
、
精
神
的
も
し
く
は

身
体
的
な「
病
い
」
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
の
一
人
一

人
が
自
分
の
役
割
や
考
え
方
を
変
え
る

こ
と
で
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
を
家
族
の

セ
ル
フ
ケ
ア
機
能
と
呼
び
、
そ
の
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
の
が
家

族
志
向
ケ
ア
で
す
。

近
年
、
家
族
の
小
規
模
化
に
加
え
、

家
族
へ
の
従
属
よ
り
自
立
生
活
を
重
ん

じ
る
個
人
主
義
的
な
家
族
規
範
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
い
て
も
遠

隔
地
に
家
を
建
て
て
お
り
、
戻
っ
て
こ

な
い
の
は
む
し
ろ
普
通
の
こ
と
で
す
。

晩
婚
化
・
未
婚
化
に
よ
り
、
老
親
と
未

婚
の
子
の
み
の
家
族
も
珍
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
セ
ル
フ
ケ
ア
機

能
の
弱
体
化
に
伴
い
、
家
族
志
向
ケ
ア

の
主
な
対
象
は
小
児
虐
待
や
不
登
校
等

か
ら
脆
弱
高
齢
者
へ
と
変
化
し
て
い
ま

す
。現

在
、
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地

域
包
括
ケ
ア
と
は
、
医
療
と
介
護
等
が

連
携
す
る
こ
と
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
を
維
持
す
る
仕
組
み
で
す
。
家

族
の
セ
ル
フ
ケ
ア
機
能（
以
前
な
ら
配

偶
者
や
子
ど
も
）
に
頼
れ
な
い
分
を
、

地
域
の
公
的
・
非
公
的
資
源
で
補
完
す

る
目
的
で
整
備
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え

る
で
し
ょ
う
。
確
か
に
家
族
介
護
の
た

め
に
結
婚
・
出
産
等
が
制
限
さ
れ
る
の

は
理
不
尽
で
あ
り
、
公
的
な
介
護
や
高

齢
者
医
療
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。
し

か
し
、
高
齢
者
自
身
を
援
助
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
家
族
の
高
齢
者
支
援
を
援

助
す
る
視
点
も
必
要
で
す
。
家
族
の
一

人
ひ
と
り
の
立
場
に
も
共
感
し
、
一
人

ひ
と
り
に
無
理
な
い
範
囲
で
協
力
し
て

も
ら
う
妥
協
点
を
見
つ
け
出
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
は
家
族
ケ
ア
の
補
完
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
医
療
・
介

護
ス
タ
ッ
フ
は
自
覚
す
る
べ
き
で
す
。

家
族
と
い
う
生
命
体
の
中
で
相
互
支
援

す
る
家
族
セ
ル
フ
ケ
ア
機
能
こ
そ
が
、

家
族
の
持
つ
精
神
的
安
ら
ぎ
の
源
泉
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
族
志
向
で
行
う
地
域
包
括
ケ
ア

　
　
　

―
地
域
で
家
族
セ
ル
フ
ケ
ア
機
能
を
支
援
す
る
―

笠
間
市
立
病
院
　
石
塚
　
恒
夫

笠
間
の
歴
史
探
訪
17

小
原
は
、「
常
陸
風
土
記
」
の
那

珂
郡
の
条
に
あ
る
「
茨
城
の
里
」
で
、

茨い
ば
ら城
が
な
ま
っ
て
小お

ば
ら原
と
な
り
、
茨

城
の
名
の
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

小
原
地
内
に
は
、
原
始
か
ら
古
代
に

か
け
て
継
続
す
る
遺
跡
が
多
く
、
か

な
り
栄
え
た
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
小
原
古

宿
の
広こ

う
け
い
じ

慶
寺
墓
地
造
成
中
に
、
高
寺

古
墳
群
二
号
墳
の
石
室
が
露
出
し
た

こ
と
か
ら
、
古
墳
の
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
主
に
埋
葬
施
設
の
み
の
調

査
で
し
た
が
、
石
室
は
、
花か

こ
う崗
岩
の

大
き
な
割
石
を
用
い
た
片
袖
式
の
横

穴
で
、
内
部
か
ら
直
刀
七
振
、
鉄て

つ
ぞ
く鏃

二
十
三
点
、
刀と

う
す子
、
つ
ば
等
の
鉄
製

品
、
銀
環
、
切
子
玉
、
管
玉
、
ガ

ラ
ス
製
小
玉
等
や
残
さ
れ
た
墳
丘

か
ら
、
武
人
埴
輪
片
、
円
筒
埴
輪

片
、
提て

い
へ
い瓶
一
個
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

被ひ
そ
う葬
者
は
、
七
世
紀
ご
ろ
の
有
力
氏

族
で
、
小
原
が
旧
茨
城
国
の
中
心
で

も
あ
っ
た
と
す
る
説
を
裏
付
け
る
と

と
も
に
、
古
代
氏
族
の
解
明
に
一
石

を
投
じ
る
意
義
深
い
調
査
で
し
た
。

笠
間
市
で
は
、
こ
の
二
号
墳
を
市

指
定
文
化
財
【
史
跡
】
と
し
て
復
元

し
、
保
存
状
態
の
よ
い
出
土
品
は
市

指
定
文
化
財
【
考
古
資
料
】
に
指
定
し

て
、
笠
間
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で

保
存
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
古
墳
と

あ
わ
せ
て
出
土
品
を
鑑
賞
し
、
古
代

の
文
化
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
市
史
研
究
員　

能
島　

清
光
）

小
原
地
区
の
古
墳
の
調
査

高寺二号墳出土遺物
（笠間市立歴史民俗資料館）

高寺二号墳
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エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（2月21日）
【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
　環境保全事業団より、施設の維持管理に係る資料の提出を求め、その資料
に基づき維持管理状況の報告を受けた。
　施設の維持管理について、「施設の維持管理に関する計画」において一般
廃棄物で26項目、産業廃棄物で28項目を定めており、一般廃棄物・産業
廃棄物とも施設の維持管理計画に従い適正に実施されている。
【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

4月の納税等
納期限： 4月30日（水）

固　 定　 資　 産　 税（１ 期 分）
介　 護　 保　 険　 料（１期 分）

※�納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください。
　納期限を過ぎると延
滞金が加算されます。
早めの納税をお願いし
ます。

平成26・27年度の後期高齢者医療保険料率が決定

【均等割額の軽減】世帯の所得水準にあわせて、次のとおり均等割額が軽減されます。
世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の場合 均等割額の軽減割合 軽減後の均等割額

33万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入80万円以下の世帯
（※その他各種所得がない場合） 9割 3,950円

33万円を超えない世帯 8.5割 5,925円
33万円＋「24.5万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 5割 19,750円
33万円＋「45万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 2割 31,600円

　※�収入が公的年金のみの方は、年金収入額から公的年金控除（年金収入額が330万円以下は120万円）を差し引き、65歳以上の方は、さらに
高齢者特別控除（15万円）を差し引いて判定します。

【所得割額の軽減】
　�保険料の所得割額を負担している方で、基礎控除後の
総所得金額等が58万円以下（年金収入のみの方は、そ
の額が153万円から211万円以下）の場合は、所得割
額が5割軽減されます。

【その他の軽減】
　�後期高齢者医療制度に加入する前に「会社などの健康
保険の被扶養者」であった方は、均等割額が9割軽減さ
れ、所得割額の負担はありません。

　茨城県後期高齢者医療広域連合議会において、平成26・27年度の保険
料率および賦課限度額が決定されました。
　被保険者一人当たりの医療給付費については、年々増加傾向にあり、今
後も増加が見込まれますが、保険料調整基金を活用することにより、保険
料率の上昇を抑制したため、平成26・27年度も据え置きとなりました。

■個人ごとの保険料額の決め方

※賦課のもととなる金額 ＝ 総所得金額等 － 基礎控除33万円
※�総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差
し引いたもので、社会保険料控除、配偶者控除などの各種所得控除前の金額です。
※�年度の途中で被保険者になられた方は、資格取得月からの月割りで保険料額が計算されます。

平成26・27年度 平成24・25年度

保険料
均等割額 39,500円 39,500円
所得割率 8.00％ 8.00％

保険料の賦課限度額（上限額） 57万円 55万円

1年間の保険料額
（100円未満切捨て）

均等割額
39,500円

所得割額
（賦課のもととなる金額）×8.00％＝ ＋

【問合せ】保険年金課（内線141・142）

回の共同作業に参加できる方
使�用期間▶平成26年4月～平成27年3
月までの1年間（契約更新可）

使�用料▶年間10,000円（1区画30㎡）
予定※年度途中の場合は、月割。

申�込方法▶所定の使用申請書およびアン
ケートを笠間クラインガルテンクラブ
ハウスまで提出してください。申請書
は、ホームページからもダウンロード
できます。なお、申込みは先着順とさ
せていただきます。
　笠間クラインガルテンホームページ
　http://www.kasama-kg.jp/
申・問笠間クラインガルテン（月曜定休）
℡0296-70-3011
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KASAMA  Information
かさま情報コーナー

案内
笠間市住宅用太陽光発電システム
設置費補助制度のご案内
　新エネルギーの有効利用を図り、地球
温暖化の防止と環境にやさしいまちづくり
を推進するため、住宅用太陽光発電シス
テムを設置する方に補助金を交付します。
補�助内容▶1キロワットあたり40,000
円にシステムの最大出力の合計値を乗
じて得た額。限度額は200,000円

対象（次のいずれにも該当する方）▶
　�⑴市内に住所を有する方または市内に
住所を定めようとする方のうち、補助
金交付時までに笠間市内に住所を定め
ることができる方
　�⑵自ら居住する住宅（店舗等の併用住
宅を含む）に補助対象設備を設置する
方および、自ら居住するために市内に
補助対象設備付き住宅を購入する方
　�⑶補助申請に係るすべての手続きを平
成27年3月20日までに完了すること
ができる方
　⑷市町村税を滞納していない方
受付開始日▶4月14日（月）先着順　
受�付窓口▶環境保全課（土日・祝日を除く
午前8時30分～午後5時15分）郵送不可。
　※申請書類等は窓口にあります。
　�※申請後、市からの交付
決定通知が届く前に工事
を開始した方は、補助金
が交付されません。
問環境保全課 （内線125）

過去2年間に国民年金保険料の未
納期間がある方へ
　国民年金保険料の免除申請ができる対
象期間が拡大されました。
　平成26年4月からは、申請時点の2年
1か月前の月分まで申請ができるようにな
りました。
申�請方法▶笠間市役所または年金事務所
に申請してください。※必要な添付書類
など、詳しくはお問い合わせください。

◆注意事項◆
○申請が遅れると障害年金などを受け取
れない場合がありますので、すみやかに
申請してください。
○申請期間に対応する前年所得審査に基
づき行いますので、免除が承認されない
場合があります。

問保険年金課（内線141・142）
笠間支所市民窓口課（内線72123）
岩間支所市民窓口課（内線73181）
水戸南年金事務所 ℡029-227-3251

ストマ装具の保管登録のご案内
　大きな災害の際に、オストメイトの方
のストマ装具の保管登録を行っています。
指定の保管庫に、日常使用しているスト
マ装具をあらかじめ備蓄することにより、
避難所でも使い慣れた自分のストマ装具
を装着することができます。
対�象▶市内在住・在学・在勤のオストメ
イト（身体障害者手帳所持者で膀胱･直
腸機能障害の方）

保�管対象▶個人が使用するストマ装具　
おおむね2週間分

保�管期間▶1年間※更新期間中に更新せ
ず、1年間が経過したものは処分します。

保管場所▶笠間市役所本所相談室
※�災害時の対応等、運用の詳細について
はお問い合わせください。
問社会福祉課（内線154）

65歳以上の方は日動美術館・春風
萬里荘の入館料が無料になります
　緑豊かな野外彫刻庭園を散策しながら、
本物の美術作品と触れ合ってみませんか。
対�象▶笠間市内に在住の65歳以上の方と
同伴の家族の方（同伴1名まで）

入�館料▶無料※自己申告制です。免許証・
住基カード・保険証等の年齢が確認で
きるものをご提示ください。

期間▶平成27年3月31日（火）まで
場所▶笠間日動美術館および春風萬里荘
開�館時間▶午前9時30分～午後5時（入
館は午後4時30分まで）

休�館日▶月曜日（祝日の場合は開館し翌日
休館） 

「日仏文化協力90周年記念　画家と画商
の物語　印象派からエコール・ド・パリ
まで」を開催中（笠間日動美術館）
会期▶5月25日（日）まで
小中学生の入館料がお求めやすくなりま
した。
○�企画展…個人300円、団体割引（20
名以上）200円

○�春風萬里荘…個人200円、団体割引
（20名以上）100円
問日動美術館℡0296-72-2160
春風萬里荘℡0296-72-0958
生涯学習課（内線382）

『笠間市ホストファミリー登録制
度』を始めます！
　笠間市を訪れる外国人の支援と国際交
流の推進を図るため、ホームステイの受
入れを希望する方に、ホストファミリー
として登録していただく制度です。
登�録方法▶『笠間市ホストファミリー登録
申込書』を市民活動課まで提出してく
ださい。申請書様式、詳細については、
お問い合わせください。
　�※ご紹介するホームステイ利用者は、
原則として笠間市に関係のある団体か
ら市へ依頼や紹介があった外国人の方
です。
　�※ホームステイ受入れに伴う基本的な
費用（食費、光熱費等）は、原則として
受入れ家庭に負担をお願いします。必
要な費用の補助として、依頼元団体ま
たは本人から謝礼をお支払いします。
問市民活動課（内線132・133）

第19回笠間少年少女合唱団定期
演奏会を開催 
　入場無料。ぜひお越しください。
日時▶4月27日（日）
　午後1時30分開場、2時開演 
会場▶笠間公民館大ホール（石井） 
演目▶～いのち輝かせて～
　1部 児童合唱組曲「虫の絵本」
　�2部 わたしたちの大好きなあの歌・この
歌　COSMOS、雨のち晴レルヤ…他
　�3部 ミュージカル「サウンド・オブ・
ミュージック」より…歌とおはなしでつ
づる“マリアと7人のこどもたち”　 
問笠間少年少女合唱団事務局　平塚
℡0296-78-4630

募集
　　　　
笠間クラインガルテン日帰り市民
農園の利用者を募集します　
　笠間クラインガルテンでは、日帰り市
民農園の利用者を募集しています。里山
に囲まれた自然豊かな環境で、農園ライ
フを楽しんでみませんか。農園内は、有
機無農薬での栽培となります。初心者の
方でも安心して栽培できるよう、専属講
師による栽培講習会や堆肥、農機具、耕
うん機、水道、休憩施設なども無料で利
用できます。
対�象▶充実した農園活動をめざし、年4

申は申込み先、問は問合せ先です。
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日付 行　　　事

1木

第33回笠間の陶炎祭（ひまつり）（5月5日まで）
笠間芸術の森公園（笠間焼協同組合　℡0296-73-0058）
第43回笠間つつじまつり（5月11日まで）
笠間つつじ公園（商工観光課　内線517）
あたご山桜まつり（5月6日まで）
愛宕山大駐車場（笠間観光協会　℡0296-72-9222）
窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

2金

3土 憲法記念日

4日 みどりの日
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

5月 こどもの日

6火 振替休日

7水 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

8木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

9金

10土

11日
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
普通救命講習会9:00～12:00 市民センターいわま消本

日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

12月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

13火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

14水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

15木
行政書士無料相談会　13:00～16:00
笠間市役所本所1階ロビー（秘書課 　内線 226）
窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

日付 行　　　事

16金 地域児童相談　9:30～16:00　笠間保健センター
（子ども福祉課　内線163）　※完全予約制

17土

18日 笠間いきいき市場　友部公民館前広場
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

19月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

20火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

21水
特設無料人権相談所　10:00～15:00
　友部社会福祉会館 法務

窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

22木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

23金

24土

25日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

26月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

27火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

28水
特設行政相談　14:00～16:00
市民センターいわま（秘書課 内線 226)
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

29木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

30金

31土

※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま内10:00～16:00）。祝日は休み。
※�笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～
16:00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9:00～16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

ともべ保ともべ保育所	 0296-77-6105
はいこいの家はなさか	 0296-77-5110
笠公笠間公民館	 0296-72-2100
友公友部公民館	 0296-77-7533
岩公岩間公民館	 0299-45-2080
笠保笠間保健センター	 0296-72-7711
友保友部保健センター	 0296-77-9145
岩保岩間保健センター	 0299-45-7888
市セ市民センターいわま	0299-37-6611	
	 0296-77-1101
法務水戸地方法務局	 029-227-9919
消本笠間市消防本部	 0296-73-0119

5月の休日救急診療当番（9：00～17：00）
日 付 曜 日 病 院 名 電 話 番 号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034
3 土 石橋内科医院 0296-71-3181
5 月 いけうち医院 0296-72-1105
6 火 菅谷医院 0299-45-2172

※�平日夜間19：00～21：00
（祝日を除く）は笠間市
立病院で初期救急診療を
行っています。
※�当番医は変更になる場合
がありますので、確認の上、
診療を受けてください。

4月11日～20日	 健康ホットライン（生活を支える「守り」の医療）
4月21日～30日	 歴史探訪「笠間の時習館」
5月   1日～10日	 作文「男女平等について考えたこと」

テレフォンサービス　☎0296-77-9711

電 話 番 号 一 覧

5 月平成26年
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

情報カレンダー
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◆としょかん1年生のご案内
　新小学1年生の皆さん、入学おめでとうございま
す。入学式で配布された図書館からの「しょうたい
じょう（招待状）」には、新小学1年生に、自分の図
書館カードを作り、「借りたいものを自分で借りる」
ことを体験して、本への興味や世界を広げてほしい、
という事業です。
　「しょうたいじょう」をお持ちいただいた方には、
「としょかん1年生パック」をお渡ししています。ま
だ受け取っていない方はお子さんと一緒にお近くの
図書館までお越しください。
また、各図書館では、「としょかん1年生コーナー」
を作り、おすすめの楽しい本をたくさん展示してい
ます。ぜひ、ご家族で図書館に来てください。

◆雑誌のスポンサーを募集中！
　笠間市立図書館では「雑誌スポンサー事業」を実施
しています。図書館の雑誌に、広告や地域イベント
などを掲載し、さまざまな情報発信に活用いただけ
ます。
　「雑誌スポンサー」は、図書館の雑誌の中からご
希望のものを選び、その年間購読料相当額（平均
10,000円程度）で、雑誌の最新号のカバー表面にス
ポンサー名を、裏面全面にお知らせ広告を挿入する
ことができます。
　図書館の昨年度の来館者数は3館合計で約61万人。
市外からもたくさんの方にご利用いただいています。
ぜひ、情報発信のツールとしてご活用ください。

【内容】
広告期間：１年単位
対象雑誌：対象雑誌リストから選択（先着順）
広告場所：市内3つの図書館から選択（先着順）
募集範囲：�個人の方を除く企業、商店、組織、団体等、

詳細は各図書館にお問い合わせください。

■ 問  合  せ ■
笠間図書館　☎0296-72-5046
友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

しょうたいじょう

図　

書　

館

各館の行事予定5月

友部図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～）
　5月  1日（木）『サンドイッチ　サンドイッチ』ほか
　5月15日（木）『ぺんぎんたいそう』ほか
◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　5月  4日（日）『きんたろう』ほか〈すみれのWA〉
　5月11日（日）パネル『まほうのシャンプー』ほか
	 〈まゆみ朗読会〉
　5月18日（日）紙芝居『こいのぼりさん　ありがとう』ほか
◆名作映画会（午後2時～）
　5月25日（日）『白い船』（108分）
◆ギャラリー
　◇4月29日（火）～5月11日（日）
　　「写真パネル（動物愛護啓発の写真）」ドックテレサ
　◇5月13日（火）～5月25日（日）
　　「水彩画　風景」益

ましこ

子義
よしかず

一
　◇5月27日（火）～6月8日（日）
　　「水彩画　押し絵」横

よこた

田佳
よしこ

子

笠間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　5月  2日（金）来てのおたのしみ！

　5月16日（金）来てのおたのしみ！
◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　5月  4日（日）来てのおたのしみ！
　5月11日（日）来てのおたのしみ！
　5月18日（日）『きょうはなんてうんがいいんだろう』ほか
	 〈語り部の会〉
　5月25日（日）『くさをはむ』ほか〈箱田ｴﾌﾟﾛﾝ・ﾏﾏｰｽﾞ〉
◆上映会（午後2時～）
　5月17日（土）『5等になりたい』（78分）
◆ギャラリー
　◇4月25日（金）～6月25日（水）
　「笠間の歴史絵展」

岩間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
　5月  2日（金）『サンドイッチいただきます』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
　◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　　5月11日（日）スペシャルおはなし会
	   『しごとをとりかえたおやじさん』ほか
　◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　　5月10日（土）『ねこのぼり』ほか
　　5月24日（土）来てのおたのしみ！

※〈　〉は実施するボランティア名です
※内容は変更になる場合があります

　2004年4月23日に開館した笠間図書館は
今年で10周年を迎えます。今後とも笠間図
書館をよろしくお願いします。

【笠間図書館】
おかげさまで10周年！
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代表者 ／ 大
おおかわ

川　健
たけし

（安居）
設　立 ／昭和63年
会　員 ／10人

社会福祉協議会
ボランティアサークル

音訳「せせらぎ」

　私たちのサークルは、昭和63
年に結成されました。当初は、
幼稚園や保育所などの読み聞か
せや紙芝居など数多くの行事を
行っておりました。しかし、会
員数の減少などもあり、平成18
年以降は「社協だより」を中心
とした音訳の活動をしています。
目で見た情報をまるで見えてい
るかのような音の情報に替えて
音訳テープを作成しています。
　現在の会員数は10名で、活動
の拠点は笠間市社会福祉協議会
のボランティアセンター岩間で
す。月一回の定例会の他に「社
協だより」、「議会だより」の発行
に合わせ臨時会合を開き、お互
いの音訳担当ページを決めます。
そして、地名や人名等の読み方
を確認したのちにカセットテー
プに録音します。楽しみながら
も正確な音訳情報を提供するた
めに、真剣にメンバー同士で音
訳内容の確認をしながら作業を
しています。
〈お問い合わせ〉
代表　　大川　健
電話　　0299-45-5013

　音訳とは、目の不自由な方に、
文字などの情報を音声に変えて
情報提供することをいいます。
私は音訳活動を始めて6年目にな
ります。定年を迎え、家でぼん
やりしていてはあまりにも切ない
と思い、笠間市社会福祉協議会
ボランティアの中で自分にできる
もので、誰かの役に立てるもの
はないかと思い、活動に参加し
ました。
　音訳は文を読むだけではない
のです。例えば、複雑な業務の
流れを矢印で表わした説明図な
どは、いざ音訳となると、どんな
言葉で表現しようかと自分の脳
をフル稼動します。私の老化防
止、そして、視覚障がい者のた
めの手助けをできる、まさにやり
がいのある活動です。

役割分担の様子

録音前の打ち合わせ

録音機器の設定

「社協だより」録音風景

笠
ふ る さ と

間に生きる人たちシリーズ 92

このコーナーでは、市民の皆さんが自ら
の活動で地域貢献している団体などを
紹介します。掲載を希望する団体は市民
活動課へご連絡ください。

せせらぎの会　会員

代

表者（大川　健さん）よ

り

視覚障がい者へ
正確な音訳情報を提供
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花
が
咲
き
、
小
鳥
の
歌
が
聞
こ
え
る

温
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
本
作「
紅

地
金
襴
手
雲
雀
迎
春
花
文
飾
壺
」は
、
春

の
訪
れ
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
な
典
雅

優
美
な
飾
壺
で
す
。
壺
に
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
雲ひ
ば
り雀
と
黄お
う
ば
い梅
で
す
。
雲
雀
の

鳴
き
声
は
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
声
と
さ

れ
、
黄
梅
は
春
先
一
番
に
咲
く
こ
と
か

ら
中
国
名
で「
迎げ
い
し
ゅ
ん
か

春
花
」
と
呼
ば
れ
、
春

を
迎
え
る
花
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

加
藤
土
師
萌
は
、
愛
知
県
瀬
戸
市
に

生
ま
れ
、
一
九
六
一
年
、
重
要
無
形
文

化
財「
色い
ろ
え
じ
き

絵
磁
器
」保
持
者（
人
間
国
宝
）

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
陶
磁
に
つ

い
て
高
い
見
識
を
持
ち
、
陶
技
を
追
究

し
、
黄こ
う
ち
こ
う
さ
い

地
紅
彩
、
萌も
え
ぎ
き
ん
ら
ん
で

葱
金
襴
手
、
青
白

磁
な
ど
を
現
代
に
甦
ら
せ
る
と
と
も
に
、

織
部
、
黄
瀬
戸
、
唐
津
、
萩
、
備
前
な

ど
様
々
な
技
法
を
幅
広
く
駆
使
し
、
優

れ
た
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

　

本
作
の「
紅こ
う
ち
き
ん
ら
ん
で

地
金
襴
手
」
と
は
、
器

の
表
面
を
赤
絵
具
で
塗
り
、
金
箔
を
文

様
の
形
に
切
り
、
貼
り
付
け
る
技
法

で
、
加
藤
は
こ
れ
を
中
国
・
明
時
代
の

景け
い
と
く
ち
ん
か
ん
よ
う

徳
鎮
官
窯
の
技
法
か
ら
学
ん
で
い
ま

す
。
切
り
貼
り
さ
れ
た
金
箔
と
、
針
彫

り
に
よ
る
自
由
な
描
線
に
よ
り
描
か
れ

た
文
様
は
、
筆
書
き
と
は
一
風
違
う
魅

力
を
作
品
に
与
え
て
い
ま
す
。
加
藤
は

鳥
や
花
な
ど
自
然
の
形
態
を
文
様
化
す

る
感
覚
に
優
れ
、
伸
び
や
か
な
動
植
物

文
様
の
反
復
に
よ
っ
て
覆
い
尽
く
さ
れ

た
壺
は
、
華
々
し
さ
と
瑞
々
し
い
情
感

に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
壺
に
は
、
加
藤
の
技
法
追
究
に

よ
る
知
性
と
、
自
然
物
に
寄
せ
る
温
か

な
感
性
と
が
み
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

陶
に
親
し
む
4
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
の
所
蔵
品
か
ら

加か

と

う藤
土は

じ

め

師
萌
（
一
九
〇
〇
―
一
九
六
八
）

紅こ
う
ち地
金き

ん
ら
ん襴
手で

雲ひ
ば
り雀
迎げ

い
し
ゅ
ん春
花か

も
ん文
飾か

ざ
り
つ
ぼ壺 

一
九
六
八
年

（
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
学
芸
課　

宮み
や
も
と本
梨り
え衣
）

※
展
示
は
六
月
八
日
（
日
）
ま
で

「紅地金襴手雲雀迎春花文飾壺」
昭和43年（1968）
高21.9×幅20.8㎝

　市の観光イベントや県内外の観光キャンペーンで活
躍するかさま観光大使の第14代目に阿部真知子さんと
渡部亜津紗さんの2人が選ばれました。
　先輩大使の2人とともに、平成26年4月から28年3
月までの2年間、笠間市の観光ＰＲを行っていきます。
　みなさん、よろしくお願いします！

阿
あ べ

部 真
ま ち こ

知子 渡
わたなべ

部 亜
あ づ さ

津紗

おもてなしとは、“相
手のこころをほぐすこ
と”だと考えます。あ
たたかな笑顔でおもて
なしのできる観光大使
を目指します。

かさま観光大使として
笠間市のＰＲができる
ことを大変うれしく思
います。一人でも多く
の皆様に笠間市の魅力
を、紹介できるよう頑
張りたいです。

山形県出身 笠間市出身

　　第14代
かさま観光大使を
紹介します！
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蛤
はまぐり

の香り煮

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

材料（４人分）
蛤（殻つき）………………中8個（320g）
セロリ（細切り）………… 2本
人参（細切り）…………… 30g
生しいたけ（細切り）…… 30g
水………………………… 2カップ
しょうゆ…………………小さじ1と1/2
こしょう…………………適宜

作り方
❶蛤は、殻をこすり合わせてきれいに洗う。
❷�セロリは筋を取って切り、葉も食べやすい大きさに切り、
人参、生しいたけも切っておく。
❸�鍋に分量の水と蛤を入れて火にかけ、ひと煮立ちしたらア
クを取る。蛤の口が開いたら取り出す。
❹❸にセロリ、人参、生しいたけを加えて煮る。
❺�野菜がしんなりしたら蛤を戻し入れ、しょうゆを加えてひ
と煮立ちさせ、こしょうを加える。

栄養成分（1人分）�エネルギー23kcal、たんぱく質2.7g、脂質0.2g、
塩分0.9g

○広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
○市ホームページモバイル版では、行政･災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

人口と世帯数（常住人口3.1現在）	 ▶人　口 77,596人（−12人）　男 37,998人（＋4人）　女 39,598人（−16人）
	 ▶世帯数 28,586世帯（＋40世帯）　▶2月の出生数 39人

再生紙を使用しています

　二人の子の父親となり、子供たちのさまざま

な姿を見る事が私の何よりの楽しみとなっていま

す。以前、自分は「イクメン」にはならないだろうと思って

いましたが、実際わが子が生まれると、おむつ替えや着替え、

お風呂に入れる事などは自然にやっており、育児は母親だ

けがやるのではなく父親にとっても当たり前の事なのだと

気づきました。

　とは言え、育児の中には父親にはできない事もあり、そ

んな時は家事に回り、出産・育児で腰や腕を痛めた妻の負

担を少しでも減らすよう心がけています。

　そろそろ上の子はお話を、下の子はハイハイを始める頃

です。成長に合わせて、次は何をしてあげようかと、自分

なりに考えて育児を楽しんでいこうと思っています。（J.T）

かさまぽけっとアドレス http://www.city.kasama.lg.jp/index.php?code=1676　問合せ：子ども福祉課（内線162）

笠間キッズ館アドレス http://kasamacity-kidskan.com/　問合せ：笠間キッズ館 ℡0296-77-8340
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海は広いな、大きいな…♪

新米パパの

イクメン日記

笠間市ヘルスリーダーが紹介する

「食事バランスガイド」を活用しましょう
「食事バランスガイド」とは、1日に「何
を」「どれだけ」食べたら良いかをコマを
イメージしたイラストで示したものです。
バランスよく食べて、運動をするとコ
マは安定して回りますが、食事のバラ
ンスが悪いとコマは倒れてしまいます。
あなたのコマはうまく回っていますか?
料理の単位[つ(SV)]とは？�
食事バランスガイドでは料理を[つ（SV）]
という単位で数えます。５つのグループ
ごとに、一日の目安となる「つ」をとるお
とでバランスのよい食事になります。
※SV＝サービング（食事提供料の単位）

今月の笠間焼うつわプレゼントはお休みします。

今月のレシピは

副菜0.5SV
主菜0.5SV

詳しくは 食事バランスガイド 検索
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